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1研 究主題

東京都教育研究員 健康教育部会 全体研究主題
一人一人が健康への意識を高め、実践力をはぐくむ健康教育

11研 究主題設定の理由

近年 の児童 ・生徒 を取 り巻 く社 会は、国際化、情報化、少子 ・高齢化 、科学技術の発展、環

境 問題 の深 刻化な ど、変化 が著 しい。 また、人間関係の希薄化、規範意識の低下、生命軽視な

どの社会全体 の風潮 も問題 となってい る。 これ らに伴 い、児童 ・生徒の健康に関する課題 も深

刻化 して いる。

児童 ・生徒が、社会環境の急激 な変化 に主体的に対応 し、生涯 にわた り、たくましく生きて

い くためには、心身の健康の保 持増進 を図る ことが大切で ある。学校 にお ける健康教育では、

健康 の大切さを認識す るとともに、様々な健康課題 に適 切 に対処 し、健康 を保持増進できる資

質や実践力をはぐくむ ことが求 め られて いる。

本部会では、学校教育全体 を通 し、小学校 ・中学校 ・高等学校の発達段階に応 じて健康教育

を繰 り返 し行 うことで健康への意識 を高め、実践力をはぐくんで いくことができると考 え、本

主題 を設定 した。

lll研 究主題について

体
・運動に親 しむ
・病気やけがをしない。

安 全 な環 境

「健康とは、身体的、精神的、そ

して社会的にあまねく安泰な状態

}にあることであって、単に病気がなく虚弱
ではないということでは

iな い、(WH。 世界保健機関)

「何事に対 して も前向きの姿

勢で取 り組めるような、精神
および肉体、さらに社会的に
も適応している状態をいう」
(WHO世 界 保健機関)

「健康は、生きる目的ではなく、毎日

の生活の資源である。健康は身体的な

能力であると同時に、社会的 ・個人的

資源であることを強調する積極的な概

念」(へ肱プロモーション国際会議オタワ憲章)

知 言哉 ・ 理 解

O実 践的な理解
・養護教諭、関係機関、保護者等によ
るTT体 制の指導
・関連教科領域との横断的な扱い 等

飢_一=巴
　 むヨ
難一 署器『

技 倉旨

0適 切な行動選択のための技能
・体験的な活動

聾 ・課題解決的な活動
・学習したことの日常化 等

一灘難羅 謹 ・
実 践 力

・意志決定できる力

・行動選択できる力 〕一

・自らの健康行動目標を具体的に設定できる。
・複数の選択肢を自ら設定できる。
・それぞれの選択肢の長所や短所を考えることができる。
・自分にとって、最も適した選択肢を選択することができる。
・目標達成に近づけるように、選択 した行動を持続できる。

分 科 会 主 題
A「 安全教育」分科会

自他 の生命を大切に し、安全 につ いて
主体 的 に判断 し行動する児童 ・生徒の育成i

B「心 と体 の健康 と生活習慣 に関す る指導」

分科会

自分を大切に し、健 康な生活を 目指す

児童 ・生徒の育成

一2一



「安全教育」分科会研究主題

自他の生命を大切にし、安全について主体的に判断 し行動する児童 ・生徒の育成

1研 究の概要

1主 題設定の理由

児童 ・生徒のおかれている環境 は、急速な社会情勢の変化の中にある。そこには、有害情報の

氾濫、性犯罪の低年齢化、依然 として続 く青少年犯罪、地域や家庭における教育力の低下、社会

体験 ・生活体験 ・自然体験の不足など様々な課題がある。

最近では、不審者による犯罪被害、インターネッ ト・携帯電話などの情報ネ ッ トワークを介 し

た危険、友人関係の希薄化や対人問題の解決能力低下による傷害事件への発展など、新たに健康

や安全 を脅かす問題が発生 している。

学校内では、児童 ・生徒の安全に関する知識不足や暴力 ・悪ふ ざけな どか ら、大小様々な事故

が発生している。事故の発生を最小限にとどめることや、発生 した際の適切な対応を行 うことは、

重要な課題である。

学校健康教育 として、「学校保健」 「学校給食」 とともに 「学校安全」が大きく分類 されている

よ うに、安全教育が健康に果たす役割は大きい。健康 と安全は密接にかかわってお り、安全な生

活なくして健康は維持できないと考える。そのため、児童 ・生徒に自他の心身や生命を守ること

の大切 さに気付かせ る指導が必要である。

現在、学校では各教科 ・領域で安全に関す る指導を行 うとともに、地域や関係機関との連携に

よる防犯 ・セーフティー教室 ・交通安全教室などに取 り組んでいる。 しか し、自他の健康 ・安全

についての正 しい知識の習得 と的確な対処行動の定着までは十分に図られていないと考える。生

命を尊重できる児童 ・生徒の育成 を目指 して、発達段階に応 じた安全教育を、系統的、計画的に

確実に実施 してい くことが重要である。また、一人一人の健康への意識 ・理解には個人差がある

ことをふまえ、学習内容や学習方法 ・学習形態の工夫による個に応 じた指導が必要である。

そこで、本分科会は、安全教育にかかわる年間計画の指導内容項 目を、文部科学省資料(「生き

る力」をは ぐくむ学校での安全教育)を もとに 「生活安全」「交通安全」「災害安全」に分類 した。

そ して、児童 ・生徒のおかれている生活環境か ら、「生活安全」をさらに犯罪被害防止 ・傷害の防

止 ・情報ネ ッ トワークを介 した犯罪防止の三つに細分化 し、指導内容の系統性 を明 らかにした。

小 ・中 ・高を通 した年間指導計画を作成 し、発達段階に応 じた指導を各校種 ごとに繰 り返 し実践

することにより、一貫 した安全教育の定着化 を図れるものと考える。このような考え方に基づい

て、指導を工夫す ることにより、育てたい児童 ・生徒像 に迫ることができると考えた。

2研 究のね らい

(1)安 全教育について、発達段階に応 じた系統性のある指導内容を明 らかにする。

(2)安 全への意識を高め、危険を予知 ・回避 ・対処できる知識 と行動選択の技能をはぐくむ指導方

法の工夫及び改善をする。
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(3)生 涯を通 じて 自他の生命を尊重する心の育成を図る指導の工夫をする。

3研 究仮説の設定

安全について、小 ・中 ・高の年間指導計画をもとに一人一人の実践力を高める工夫をすれば、

育てたい児童 ・生徒像に迫ることができるであろ うと考えた。

(1)育 てたい児童 ・生徒像

① 安全に対す る高い意識をもてる児童 ・生徒

② 主体的に危険を予知 ・回避 し、発生時は的確に対処できる児童 ・生徒

③ 自他の生命を尊重 し、周囲の心身の健康 と安全へも配慮できる児童 ・生徒

4研 究の方法

(1)基 礎研究

① 健康教育における安全教育の位置付け(7ペ ージの図 参照)

② 参考文献

平成16年 度 「東京の教育21」 研究開発委員会指導資料

(2)

児童 ・生徒の生命尊重の意識 と安全に対する実態調査を実施 し、分析す る。

(3)指 導計画 ・評価計画

① 小 ・中 ・高の系統立てた指導計画 ・評価計画の作成

「生活安全(防 犯 ・傷害 ・情報)・交通安全 ・災害安全～危険予知 ・回避 ・対処などについて～」

をテーマに小 ・中 ・高の安全教育の年間指導計画 ・評価計画を作成する。

② 学校安全計画例の作成

教科 ・領域の安全学習、学級活動の安全指導、学校行事などを横断的にとらえ、それ らの配

列を工夫 した計画例を作成する。

(4)検 証授業

指導内容 ・方法 ・形態 ・教材 を工夫 した授業を実施 ・評価 し、授業改善をする。

5研 究の視点

本研究では次の3点 を発達段階に応 じて、指導を積み重ねることで、スパイラル効果により安

全への意識 ・知識 ・技能を拡大 ・継続 させ、生涯 を通 じて安全な生活 を送れる実践力をはぐくむ

ことができるのではないかと考えた。

(1)自 他の生命を尊重 し、安全に関す る意識を高める

自他の生命 を尊重 し、安全に関し継続 した高い意識をもてる指導の工夫をす る。学校行事 ・教

科 ・道徳 ・学級活動を関連付 けて、学校安全教育の指導の工夫をすることが効果的である。

0「 生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

0非 行防止 ・犯罪被害防止教育 推進指導資料

0実 践力をはぐくむ健康教育の推進を 目指 して 指導資料

○ 地域安全マ ップ作成マニュアル(本 ・ビデオ)

○ 平成15年 度教育研究員報告書 健康教育

○ 平成14年 度健康教育推進委員会報告書 指導資料

○

調査研究

文部科学省

東京都教育委員会

東京都教育委員会

立正大学助教授 小宮信夫 著

東京都教職員研修センター

東京都教育委員会

東京都教育委員会
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例えば、生命尊重や安全を取 り扱 う学級活動や道徳 と保健学習をつなげた、学校安全教育

計画を立案 ・実施す ることにより、安全への意識が高ま り学習効果も上がると考える。また、

学級指導な どでも生命尊重や安全に関す る指導を行い、意識の継続や高ま りを日常的に図る

ことも重要である。

(2)危 険を予知 ・回避 し、対処するための知識を習得 させる

健康は安全な生活の上に成 り立つことを理解 し、普段の生活の中にある様々な危険の可能

性に気付 くことが、傷害や犯罪か ら自分を守る安全な行動へ とつながると考える。

安全な行動をとるには、危険が予知できる、危険を回避す る方法を知っていること、自分

や周 りの人が危険な場面に遭遇 した場合の対処方法を知っておくことが必要である。安全に

っいて確かな知識 を身に付 けさせ るために、児童 ・生徒の実態に即 した題材(単 元)設 定や

関心 ・興味をもたせる教材の工夫 ・開発はもちろん、養護教諭 と学級担任 ・教科担任 とのT。T.

による学習や、スクールサポーターなどの関係機関と連携 した指導の工夫 をする。

さらに、年間指導計画 を作成す る際は、安全にかかわるあ らゆる分野での指導を関連付け

ることが重要である。安全にかかわる各教科の単元 を横断的につなげることや、並行 してセ

ーフティー教室な どの学校行事、道徳 ・学級活動 ・総合的な学習の時間な どで扱 う安全教育

を実施する学校安全計画の作成が効果的である。横断的な配列 を工夫 した安全教育を実施す

ることで、安全を総合的な角度か ら知識 としてとらえることができる。

(3)適 切な行動を選択できる技能を育成す る

危険を予知 ・回避 し、発生時には適切な行動を選択できる技能を育成する指導の工夫をする。

安全に関する知識があっても、実際に行動に生かされていない場合がある。危険から自分の

心身を守るためには、複数ある対処方法を適切に選択 し、行動できる技能が必要である。

地域安全マップづくりやロールプレイング、ケーススタディなどの体験的な活動や課題解決

的な学習を通 し、安全な行動選択 と、その場面に応 じた適切な行動がはぐくまれると考える。

さらに指導内容を発達段階に応 じ繰 り返 し指導すれば、これ らの技能の定着化が図られる。

識
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安 全 教 育
!

健康教離絵 全体研駐題 一人一人が健康への意識を高め、実践力をはぐくむ購 育

学 校教 育の 現状

・十分な安全教育の必要性

・校種ごとの系統立てた指導計画の

立案と推進・定着化

・発圏こ応じた指導(堺陸続

児 童 ・生徒 の実 態

・安全に対する知識不足・経験不足

・危険予知・危険回避、的確な対処ができ

ない

・規範意識の低下

・コミュニケーション能力の低下

・自己に対する肯定意識・自尊感1青の低下

・生活習慣の乱れ など

育てたい児童 ・生徒豫

*安 全に対する高い意識を

もてる児童・生徒

*三主ゴ本白勺}こ繊 をデ予矢ロ・回

避し、発生日計珀{確に対

処できる児童 ・生徒

*自他の生命を尊重し、周

囲の心身の健康と安全へ

も酉濾 できる児童 ・生徒

社 会背景

・ち[扉の多様化と低年齢化

・災害 ・交通事故

・校内 ・通羊途中の不審者

・情報ネットワーク(イ ンター

ネット・メール・携帯電話)

を介した犯罪

・ゲLム 感覚での対人関係

・社会体験・自然体験・生活体

験の不足

・地域線 庭における教育力の

低下

・学力重視、いじめ、虐待

・薬物 ・喫園笥題 など

一

一

「自他の生命を大切にし、安全について主体的に判断し行動ケる児童・生1走の育成」

研究の仮説:安 全にっいて小中高の年間計画をもとに二人二人の実践力を高める

工夫を轍 よ 育てたい児童・生徒像に迫ることができるであろう。

灘

安全に対する意識・知識をもつ児童・生徒は、

危険に対して適切な行動がとれる傾向にある。

研究の視点

① 自他の生命を尊重し、安全に関する意識を高める。

② 危険を予知 ・回避し、対処できる知識を習得させる。

③ 適切な行動を選択できる技能を育成する。

鍮[⇒

」ユ

蝿灘鋲

感
tl4(?

,

継続した学習のスパイラル効果

知

識

イメージ図
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健康教育における安全教育の位置付け

学校保健法 第3条 の2

〈学校環境の安全〉

学校保健法施行夫銀ll第22の5

〈安全点検〉

独立行政法人スポーツ振興センター法

第7条 の2学 校の管理下の範囲

保 健体 育審議会

生涯にわたる心身の健康に関する教育 ・学習の充

実・ヘルスプロモーションの理念に基づく健康の保

持 ・増進

一

中央教 育審議 会

自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

主体的に生きる力、豊かな人間性、たくま

しく生きるための健康や体力

学習指 導要領=総 則 第1の3

学校における体育 ・健康に関する指導

は学校の教育活動を通じて適切に行う

ものとする。(後略)

東京都教育委員会教育目標

東京都教育委員会基本方針

東京都 学校保健 審議会

21世 紀を生きる児童 ・生徒の健康づくりの指針と方針について

(答申)～ ヘルスプロモーションの理念による健康づくり戦略～

教育課程審議会

21世 紀における国民健康づくり

運動(健 康日本21)

学 校 の 教

学校保健委員会

組 織 活 動

学校給食

給食管理

食に関する指導

育 目 標

児童 ・生徒の実態

保護者・地域 ・社会の実態、願い

教師の願い

家庭 ・地域との連携

関係諸機 関 との連携(警 察、消防署、警備

会社、企業、NPO法 人など)

保健管理

学校保健

保健教育

学 校 健 康 教 育

健康教育の目標

(望ましい児童 ・生徒像)

安全教育

安全管理
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ll研 究の 内容

1調 査研究

(1)目 的:自 他の生命 を尊重す る意識 と安全 に対する実態 を把握 し、安全教育を行 う上での本

分科会 の基礎資料 とす る。

② 方法:質 問紙法

(3)対 象:「 安全教育」分科会研究員所属校

小学校4年 生か ら高等学校3年 生までの児童生徒

小学校 中学校 高等学校 合計(人)

人数 1,466 271 439 2,176

(4)実 施 時期:平 成17年7月11日(月)～7月20日(水)

(5)調 査 仮説:安 全 に対す る、意識 ・知 識 を も ってい る児童 ・生徒 は

危 険 に対 して適切 な行 動選 択 が とれ るで あ ろ う。

〈相 関係 数 の見方 〉

強い相 関関係 が あ る

≧0.4～0.7

(6)調 査 の結果

①1「 安全 に対す る意識」 と 「危険に対す る適切 な行動選択」の相関関係1

安全に対す る意識の質問である 「学校内での約束 を守 るのは大切だと感 じますか。」と危険

に対す る対処の質問である 「危険な場所 に近寄 らないよ うに していますか。」の相関係数 は

0.41で あった。 このことによ り、両者には強い相 関関係 が示 され、安全 に対する意識のある

児童 ・生徒は危険に対する適切な対処が とれるとい える。

②1『 安全に対す る知識』 と 『危険 に対す る適切 な行動選択』の相関関係1

安全 に対する知識の質問である 「けがをした とき簡単な手 当てはできますか」 と危険に対

する対処の質 問 「危ないとき どうやって避 けた らよいか知っていますか。」の相関係数 は0.44

であった。 このことにより両者に強い相関関係 が示 され、安全に対す る知識のある児童 ・生

徒は危険に対す る適切な対処がとれ るとい える。

(7)調 査のま とめ

調査 の結果、安全に対す る意識のある児童 ・生徒 は危険に対する適切 な行動選択が とれる と

ともに安全に対す る知識 のある児童 ・生徒は危険に対する適切な行動選択が とれ る。2つ の相

関関係 が示 されたことによって、安全 に対す る意識 ・知識 を高 めることによってのある児童 ・

生徒は危険に対 して適切な行動選択が とれ るとい う調査仮説が証明 された。

これ らを踏まえて、安全教育を計画的に進 めることにより児童 ・生徒 に自他の生命 を尊重 し、

安全に関する意識 をは ぐくむ ことができる と考 えた。 さらに、安全 を予知 ・回避 ・対処できる

知識を深めてい くことのできる指導の工夫 により、危険に対す る適切 な行動選択 のための技能

の育成 につなげてい くことができるであろ う。
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安全教育指導計画 例(小 学校)

安

全

教

育

ね

ら

い

生

活

安

全

犯
罪
被
害
防

止

傷

害

の
防

止

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

情

報

交
通
安
全

災

害

安

全

小学校(小 学部)1年 小学校(小 学部)2年

○生命の大切さを知るとともに、身の回 りの危険に
ついて理解できるようにする。

0安 全に行動できるようにする。

学級活勤:身 の回 りの安全.自 分の身を守る

r
[道 穂;生 命尊重、規則 の尊 重

ポ

1姻 や行… の安全

防 犯教室 ・セー フティー教室 二子どもUO番 の家

～ 傭一 畑一 ～

小学校(小 学部)3年 小学校(小 学部)4年

○生命を尊重するとともに、身の回りの危険につい
て理解で きるようにする。

○すすんで 、安全に行動できるようにする。

'保 健学習
.育 ちゆく体とわたし'

総合的な学 習の時聞=わ が町た んけん,生 活安 全マ ップづ くり
L-'一 一

学級活動;誘 拐の起こる場所 道 徳:生 命 尊 重.公 徳心
へ

防犠 繍 礎 室 誘拐の起こ　 壌所 」

保健 学 習1毎 日の生活 と健康

小学校(小 学部)5年 小学校(小 学部)6年

○自他の生命 を尊重 し、安全な生活のために必要な
ことを理解できるようにする。

○すすんで決まりを守 り、安全に行動できるようにす
る

t't『'、

ξ
,保健学習:心 の健康

継合的な学習の時聞:安 全はかせになろう,防 災マ ップづ くり

学級活動:身 の回りの犯罪,防 猫こかかわる人たち ー適臨=生 命尊重 公徳心

防犯教室 。セー フテ ィー教室

遊び場や行 き帰 りの安全

翻の起こりや謹
_1

～侃健 学習
=け が の防止 碑 解 習 ・病気の予防

各 教科(図 画 工作科、体 育科な ど):学 校設備の使用 上の注意、単元 で使皿する物 品の適切な使用 方法と安全指導 .___」蹴,・,・㍑漁鳴綿一 勘一 ・　 　

1道 徳
}Syme.J・unteMxtS"sua)nVseWi

ぎ

聖命尊重、尊敬 ・感 謝、規則の 尊重 ・公徳心,友 情 ・信顧 ・助 け合 い、節度 ・節制

報 活動:夏 休み・冬休み・鰍 みの過ごし方還 働 破 全・姫 破 勉 獅 の妨 ・校庭や肌 のきまり涌 天噸 安銚 聾 し方・聯 駒 蝋

_」

【仙 』ど紬 訟猟 Σ凶憐一 引』麟 憩.認㎜ 一 瓢 ゐ一

禦
._.___3

学級活 動 電話 の安全 な受 け答 え 臼分 のパス ワー ドで ログ

イ ンす る,

、__高叩_。___細_岡
§

ギ 　

1生 活科;町 たんけん時の交通安全、公園までの交通安全

1糧 澱 ・蹴 の艘 、安全な登ド校

撫 安全楓 鵬 道・渡・方、鱒 乗輯 ・練
身 近な 道路標 識1」鵠_仙訪一 【蘭一 　 幽

葦

韮

学級活動3避 難訓練(防 災)へ の参加の仕方

旨

1災 害時の 正しい行動の仕 方、支全な集団行 動
ε
隙謁湘 融 」置綱醐 滴塒 擢"　 ・琴轟

1齢 的な糊 の服 情報燗 するマナー.ag子 メールのきまり

パ スワー ドの大切 さ.機 器を疋 しい方法で使 う。

道鶴3メ ール 上で も丁寧な言葉 を使 う.

歴 瀬孫 ・癒 ・蕊

社会科:安 全なくらしと町づ くり、お店たんけん時の交通安全

学螢活動:通 学路の確認、安全な登下校

1交通安全教室;横 断歩道の渡り方、自転車乗車時のきまり

1自 転車に関係のある標識
1.

ym一F-▼ 一一

{祉会斜:安 全な くらしと町づ くり

心 一r-一 「.一.一 ■門

隔 欄 、雌 倣 ・徽 ・鞭 的な参加

[
避 難訓練:「 おか しも」のや くそ く、台風の危険、落需の危険

尾外への避難の 仕方

社会科:私 た ちの生 活と情報

lrea的 な学習のrvma・ 電子メールや駄 板の きま りとマナー
電子メール の送受 信、機訟 を正 しい操 作法で扱 う
ww■ 郎'網閣h畔一 ～ 脚

」

ー
ー
聯脚　

1道 徳:ネ チ ケ ットについて考 える

}学級憲 個人・・定できる敵 ・酬 しな・

「測'一"糊 ㍉い同

警
ゆ らロがトぱコバ ロ アにゆ

..」

_凄

(esn■ 習,け がの防止

総合的 な学習 の時間:交 通安全マ ップづ くり

学級活動:通 学路の確認、安全な登下校、交通事故から身を守る

交 通安 全教室:交 通ルールを守ろう、自転車の点検と整備の仕力

〆 保 健学習
:け がの防止

学級活 動=避 難(防 災 》訓練 の意義

ロア 　 のアヒアアヒアア 　 の　 り 　 　 　ロ　 ロ　 　 　 にり か　 コ　 　

遊黙 騰 雛 議 島災害鱗 品・難 嚇
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安 全教育指導 計画 例(中 学校 ・高等学校)

安

全

教

育

ね

ら

い

生

活

安

全

犯
罪
被
害

防
止

傷
害

の
防
止

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

情

報

交
通
安
全

災
害
安
全

中学校(中 学部)

○自他の生命を尊重 し、健康 ・安全 に対 し、科学的に理解できるようにする。

○健康 ・安全に対する理解を通 じ、生涯を通 して自らの健康 を適切に管理 して
いく資質や能力を育成する。

,'
～保 健体 青:心 身の発達 と心 の健康 像 健儲 、儲 の防止

随;τ;・め・… 観・娠 瀬i盛 ・&二_〕
1報 活nt.防 犯教室.セ ー 。テ..髄

1波 及す る傷害.犯 罪 被害の種 類(社 会 問題 ・地域 で多発 してい るものま で)
　
1通 織 、PTSDに つ い て駒一=回 匡螺. 幽

{鵡 餓… 一解「

とその原因防止対策

丸保 健体 資;傷 害 の 防 止.健 康 と聚 保健体育=健 康な生活と疾病の予防

1各 教科.学 校 設備の使用 上の注意 、
し一

単元で使用する物品の適切な使用方法と安全指導

レ

i道徳 生命の尊 さ,友 情.法 の遵 守.社 会連帯 、社 会への奉仕
「r

}学級活動、学校行事:救 命講習 避難 訓練.校 内で多発している事故とその発生理由(原 因)と 予防、

i季 節 ・学綬行Ptにより起きやすい健康障害と予防、地域周辺の治安について、心の健康とストレスへの対処
}
nntua.v■semaevemmmckma,;mo'L=r'"-eeceuatrmmuua=Hq

・.一 一}一'…"'　 「-ww"N,

f技 術 ・家 庭:情 報 とコン ピュー ター 、わ た した ちの 消費 と環境

I
l道 徳:他 人 への 気遣 い(ネ ッ ト上でのマナ ーとルール)一^ハ 厭一 輝脚為'一 螂 一

}学 級活動:偶 人情報の取 り扱 い方 とプ ライバ シーの保 護(メ ールア ドレスの取 り扱い方)

1多 様 化する犯罪 酷 と予防対策な ど琉秘一 一 簾繍一

.ntr.TywmeewwmnM#mu.mS

一 一蝋 」 脚噛

曳保健体育:傷 害の防止

ド 　 　

i学 級活動:交 通 事故 防1・ε罵・一 麟
・群 ・・親 鱒 ・・難 鰹 ・… 被・・雄 ・・

_」

係健学習:傷 害の防止

ま

i学 級活 勤、学校行事:避 難訓練 、自然災害:地 登発生時の避 難方 法と経路(津 波対 処を含 む)i

台回時 の対処 力法 と避難経 路.雷 鳴 ・落雷 時の対 処 と避難 、降雪 時の事故 と安全 、停爾 時の 生活

'外 出時(旅 行時 を含む》の 自然災害遭遇の対処 、災害遭遇 後のPTSDと 治療 と理解
㈱一'～ ㎜ ①　 凋

高等学校(高 等部)

○ 自他の生命を尊重し、個人及び社会生活における健康 ・安全について
総合的に理解することができるようにする。

○ 生涯 を通 じ、他の人々や社会の安全 に貢献できる能力を育成する。

保健=応 急手 当て 、精神の健康

、 〆

保健:環 境 と健康 、労働 と健康

阪 喘・・め.・ ・、観 ・身近… やす・轍 ・・ 働瞭國巴勘o凹■国一 一

旨
hnmima-a=」

・学級活動訪 犯教室丁セ巧 葺 噸 室,通学晦 鰹 、蜘 休業中の生活、姶 犯撮 ぎ菰1
地域周辺の治安

1各 教科:学 咬設嶋使用 上の注意 、単元で使 用する物品 の適切な使 用方法 と安 全指導 __」
「一"現代祉会

:現 代 に生きる私た ちの課題 、現代の祉会 唯活 と胃年

倫理 二青年期の課題 と自己形成.現 代 に生きる人間 の倫 理

ー

ー

議
　　　酬備

澤講:雛 雛 ≠讐難蒙扁懲灘 窪熱灘 鑑 」
情 報:情 報の収集 ・発儒における岡題楓、情報社会への参加と情報技術、情報化の進展が生活に及ぼす影響

岡題解決とコンピュータの活用

擁 科・家庭生活・脳 消費生勘 環境

糊 一 騨轟蝦鵡蝋司

簿
ー

蔓
壽
畠ゆセ　 いほお　コ　　 ねヨ

隔 嵐 磁・取・縣 ・・隠バシー㈹ ・一ルの悪 ・・込蝋 継論轍 ・縣 螺

一 阿㌃傑健:交通安全 傑健:応 急手 当て

「ii
級活 動:通 学時 の安全、地域周辺 の治 安,交 通 事故の防止

校行 事:交 通安 全講 話、交通安全教室 、 1二1転車バ イクの安全指 導 　_幽 一一 慨_繍

、

乏保 健:応 急 手当て

・総倉的 な学習 の時間1'__折 一 篇

[轍 行輔 災謙 盤 ・繍 救急法実麟 習会

t'一"wi

災害 。おけ。応急憾 災 害ボ ラン;、 ア。動体験、1
一 鴻一 ㈱ りし`畑襯乙胡』'蹴層箭鰍'`騨脾臨一一叩江艦騨『部

蓬
詫匙・ム聯ニー

10



安全教育評価観点 例(小 学校)

弾 校(小 学部)1年1小 学校(小 学部)・ 年 小学校(小 学部)3年 小学校(小 学部)4年 小学校(小 学部)5年 小学校(小 学部)6年

ね
○生命の大切さを知るとともに、身の回りの危険に ○生命を尊重するとともに、身の回りの危険について理解で ○自他の生命を尊重し、安全な生活のために必要なことを理解できるよ

・ つ い て理 解 で き るよ うにす る。 きる よ う にす る。 うに す る。・つ

い
○安全に行動できるようにする。 ○すすんで、安全に行動できるようにする。 ○すすんで決まりを守り、安全に行動できるようにする。

・決 まりを守 り、安全な行動 をしよ うとしている。(関) ・すすんで決ま りを守 り、安全な行動を しよ うとして いる。(関) ・すすんで決ま りを守 り、自他 の安全に必要な行動をしようとしている。(関)

犯
・安 全な こと、危険な ことについて考 えることがで きる。 ・身 の回 りの危険 を予測 し、犯罪の被害に遭わ ない安全な坐活につ ・危険を予測 し、犯野 の被害 に選わない安 全な生活 をお くるために必要な ことを

罪 偲) いて考 えることがで きる。(思} 考えることがで きる(思 》

被
・学習 した ことを手がか りに して、安全 に行動す ることが ・学 習 した内容を生か し.身 の回 りの危険な場所 を見 極め,危 険を ・学習 した内容を盤か し、犯罪に遭わない方法や.遭 った場合の対処法を適切に

害 で きる.(技) 回避することがで きる。(技) 選択 し実践す ることができる。(技)

防 ・自分の身 を守るために必要な決まりや 、約束の大切 さを ・安 全な場 所か危険な堀所か の判断の仕方を知 り,自 分の身を守る ・鋒 日の生活の中に潜む様々な危険を知 り.白 分の身を守る遡切な方法を理解す

止 理解することがで きる。(知} 方法を理解す ることができる 。(知) る。(知)

・決ま りを守 り、安全な行動 をしよ うとして いる。(関) ・すすんで決 まりを守 り、安全な行動を しようとしている。(関) 'す すんで決 まりを守 り、自他の安全に必要な行 動をしようとしている。(関)

生 ・安全な こと、危険なことについて考え ることができる. ・安全な行動や危険な行助について判断することができる.(思) ・危険を予測 し、けがの発生要因 と防止の方法を考えることがで きる。(患}

活
傷
害
の

(思}
・けがを した ら大人に知 らせ るとともに、簡単な手当てが

・けがをした場 合の簡単な手当てや,通 報ができる.(技)

・けがを防ぐ方法や決ま りを守 る大切さを理解 できる。(知)

・周囲の危険 に気付き、けがを防ぐ行動 を選択す るとともに、けがを した場合の

簡単な手 当てや通報が できる.(技)

安 防
できる。(技) ・けがの防II:には.的 砿な判断の下,安 全 に行動す ることや環境を安全に整える

止
・けがを防 ぐために必要な決 ま りや約束の大 切さを理解す ことが必要であることを理解する.(知)

全 ることがで きる。(知)

情
・情翰機器に触れ、使い方や決 ま りを守 ろうとしている。 ・イ ンター ネッ ト上での情轍交襖 、情 報を入手の際 に,コ ン ピュー ・F1常生活 の場でのエチケ ットと同じように.ネ チ ケットを守 ろうと している.

報
(関 》 夕の向 こう側 に相手がいることを意識 している。(関, (関)

ネ
・電謡での安全な受け答えの方法 を考え ることができる。 ・目的 に合 った情 戟を集め、 自分 に必 要な内容を選択 し整 理す るこ ・内容 の真偽や意図に溌意 して、情轍を取捨選択 できる.(思 》

ツ 偲) と がで き る。(思 》 ・各種のメデ ィアを活用 し.相 手の気持ち を配慮 しなが ら、自分の考えや患いを

ト
・肖分の言葉遣いに気を付けて俵え ようとす ることができ ・正 しい情 轍を基に調べた ことをまとめ、受け取 る閲 を意識 した発 伝えることができる。(技)

ワ る。(技} 表をす ることができる。(技) ・個人情報の保護 ・著作繊 などの決 まりを守 り.有 害情報な どの様々な危険か ら

1 ・電話やパソコンの決ま りや約束の大切さを理解することが ・雷子メール交換な どの情報交換のマナー を知 る。(知 》 自分を守 る方法を正しく理解する。(知)

ク で き る。(知)

・交通安全の決ま りを守 り、安全な行動 をしよ うとしてい ・的確な判断 の下に、交通安全の決 ま りを守 り行動 をしようとして ・的確な判断の下に、自他の安全に必要な行動をしようとしている。(関》

交 る。(関 〉 い る。(関) ・登下校時な どの危険を予測 し.交 通安全 につ いて考えることができる。(思)

通 ・交通安全 について,考 えることができる。(思) ・様々な 事柄か ら、交通安全について考 えることができる。(思) ・交通事故発生時に通報ができる。(技)

安 ・学習 した ことを予がか りにして、安全 に行動することが ・学習 した 内容を生か し、適切 に安全 な行 動をす ることがで きる。 ・登下校時な どに潜む危険性 と、自分の 身を守 る適切な方法を理解す る。(知}

全 で き る.(技 》 (枝)
・交通安全の決ま りや約束を守ることの大 切さを理解す るこ ・登下校時な どに潜む危 険性 を理解することがで きる。(知)

とができる.(知)
・「おか しも」の 約束 を守 り、安全な行動 をしようと して ・「おかしもjの 約束 を守 り,的 確な判断の下.安 全な行動を しよう ・的硝な判断の下に、自他の安全に必要な行動をしようとしている。(関⊃

災 い る。(関) と し て い る。(関 》 ・災害時 の危険 を予測 し、災害 時における安全な行動について考えることがで き

害
・災 害につ いて、考えることができる.(思 》 ・様々な事柄か ら、災害について考えることがで きる。《思) る.(思)

安 ・学習 した ことを手がか りにして、安全 に行動する ことが ・学習した 内容 を生か し、適切 に行動す ることができる。(技) ・学習した内容 を生か し、遮切に行動 を選択 し.避 鑑訓練な どで実践 することが

全 できる。(技) ・災沓時 に潜む、危険性を理解することが できる.(知) できる.(技}

・避難訓練 の決ま りや約束を守ることの大切さを理解す るこ ・災害時に潜 む危険性と自分の身を守る適切な方法を理解する。(知)

とができる。(知)

評価する教科 ■ ◎生活科 、体育科,図 画工作科、道徳、 ◎社会科 、理科、体育科 く保健〉,図 画 工作科 ◎社会科、理科、体育科 く保健〉、図画工作科

領域 ・特別活動 学級活動、単校行事 総合的な学習の時間,道 徳、学級活動、学校行 襲 総合的な学習の時間、道徳、学級活動、学校行那

(関)… 関心 ・意欲 ・態度 にかかわ る観点(思)… 思考 ・判断 にかかわ る観点 (技)… 技能 ・表現 にかかわる観点(知)… 知識 ・理解 にかかわ る観 点
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安全教育評価観点 例(中 学校 ・高等学校)

中学校(中 学部) 高等学校(高 等部)

O自 他 の生命 を尊重 し、健康 ・安全 に対 し、科学的 に理解で きるようにす る。 Q自 他の生命を尊重 し、個人及び社会生活における健康 ・安全について
ね 総合的に理解できるようにする。

ら ○健康 ・安全に対する理解を通 じ、生涯を通 して自らの健康を適切に管理してい

い
く資質や能力を育成する。 ○生涯を通 じ、他の人々や社会の安全に貢献できる能力を育成する。

・貌邸 に巻き込まれないよう回避 ・対処する方法を.ll常 生活に生かそうとする。(関) ・地域 の犯罪被害の現状を知 り、犯罪防止 に意識を向けた生活 をお くろうとしている。(関)

犯 ・犯罪の種類 ・パ ターンか ら、犯罪回避 ・対処方法を導 き出 し、 自分の生活にどう生か していくかを考える ・地域社会の安全 を構築する ・員として.犯 罪披害の回避と適切な行動を考えることができる.(思)
罪
被

こ とが でき る 。(思 》 ・地域祉 会の防犯活動に積極的に参加 し、被害発生時 には関係機関 との協力 ・連携を図 ることがで きる。

害
・犯罪への回避行動 ・対処をし、犯罪被害防止のために他と協力することができる。(技) (技)

防
・犯罪の種類やバターン.犯 罪被害 について理解 し,自 己の生活 に生かせる回避対処方法を理解することが ・地域の安全確保のために、犯罪防止活動や適切な行動選択 を理解することがで きる。(知)

1卜 できる。(知)

・安全な生活の大切さに気付 き、自らの傷害防止の課題 を明確にし、その改善を心がけようとする,(関) ・傷害の防止を心がけ.生 活行動 を見直 し、 白他の安全な生活に配慮しようとす る。(関)
生
鰯
・適切な応急処置の電要性を知 り、傷沓発 生時はその場面に応 じた応急処紐を考えて、行動 を遡択すること ・笛害発生時の関係機関 との迅速な連絡 ・協力,適 切な応急 処置の皿要性をふ まえ、場面に応 じて判断す

活 害
が で き る。(思 》 ることができる。(思 》

の ・日常的に,け がの防止を図り、傷害発生時は応急処置を実践することができる。(技) ・鯖害 防止を図った生活 をお くり.心 肺蘇生法や遮切な応急 手当ての岐能を保持し、必要に応 じて関係機

安 防
・慨害発生のメカニズムや、その傷害に応 じた回避方法 ・応急処皿を理解 し。けが予防 ・悪化防止を知るこ 関との協力 ・連携をすることできる.(技)

全
止 とができる.(知) ・自他の安全躍保に向けて,搦 害防止 ・発生時の適 切な行動選択を理解することができる.(知)

情
・白他の飼人情報の取 り扱いに配磁 し、適 切な情報管理 ・情 轍モラルを身に付 けようとする。(関) ・祉会 生活の 中で情報や情報技術が果た している役割やその影響を意識 し.自 己の情報モラルの必要性や

報
・受け取る情報を見極め.発 信す る情報の内容や方法 にっいて責任をもって判断することができる.(思) 情転発信に責任をもとうとす る。(関}

ネ
・適切な情報 収集 ・情 報発信ができ.情 報通俗ネ ットワー クを安全に利用 し生活 に生かす ことができる。 ・情 轍の的磁な取捨選択 と適切な発信内容 ・予法を常に考え.情 報ネ ッ トワー クを介 した加宙省 ・被害者

ツ (技) にな っていないか判断することができる。(忠)

ト
・情轍ネットワー クを介 した様々な犯罪と情轍が祉会 にもたらす影響 を理解す ることができる。(知) ・自他の盤活に、安全な情報ネッ トワー クが構築される信頼性のある情報管理 をすることがで きる.(技)

ワ
・情 報ネッ トワークを介 した犯騨の特徴を知 り、適切な個人情報の取 り扱いや著作権の尊重,ガ イ ドライ

1 ンの遵守、セキュ リティなどの重要性から、情報袖会を生きる社会人としての在り方を理解することができる。

ク (知D

・交通 り倣 を予知 ・回避することの大切さに関心をもち,安 全に行動 しようと心 がけよ うとす る。(関} ・自他の交通安全に意識 を向け、交通事故を防止しようとしている。(関)

交
・交通事故発生の メカニズムから,安 全な行動のため に対策 を考えることがで きる。(思 》 ・交通安 全に必要な環境の確保や整備の棍点 から、自他の交通 事故防止について考えることができる。

通
・交瑚耶故を防止す る安全な行動がとれ、交通事故発虫時は、地峨社会の ・員 として対応す ることができ (思)

る。(技) ・交通事故防止のための安全搬保 ・環境整備について主体的に取 り組み、那故発生時には適切な応急 乎当てと

安 ・深刻化する交翅事故の現状とその背景を知 り、自らの坐活に生か し.危 険の予知 ・回避と.事 故発生時の 通報ができる.(技 》
全 適切な対処を理解することができる。(知) ・交通那故の発生メカニズムと現状から、事故の予知 ・回避方法を理解 し、社会の一員として交通 事故防

止に貢献できる荏 り方を瑚解す ることがで きる。(知)

・災害への迅速かつ適切な対処の重要性に気付き、災需への高い意纐をもち,発 生に備えようとしている.(関} ・災宵発生への心構えをもち、地域社会の安全確保に向け.災 害対策や環境殖備に備えようとしている。(関)

災 ・災害時の危険 を予測 し.災 害被害の最小限化を目指 した対処 ・回避 について考えることができる。(思) ・災害発生時の影響について考え、災害対策のための適切な行動について判断することができる.(患)

害 ・災害発生時には 自他の安全確保 に努め、地域社会の一員と して協力して活動することができる。(技) ・災害発生時には自他の安全を確保 し、ボランティア活動を通じて地域社会の人々に貢献することができる.

安 ・様 々な災害の特徴 と発生のメカニズム を知 り、災害被害の最小限化 を目指した対処 ・回避方法を理解する (技)

全 ことができる。(知) ・災害対策や環境整備の1R要性を理解し、地域祉会の災害安全に貢献することの人切さを知ることができる.

(知)

評価する教科 ・ ◎ 保健体 育科、理科 、技術 ・家庭科、道徳、学級 活動、学校行事 ◎ 公民科(現 代社会}、 保漣体育科(保 健}、 理科(理 科総合B)道 徳.学 級活動,学 校行事

領域 ・特別活動

(関 〉 …関心 ・意欲 ・態度 にかか わる観点 (思)… 思考 ・判断にかかわる観点 (技)… 技 能 ・表現にかかわ る観点 (知)… 知識 ・理解 にかかわ る観点
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4検 証授業

(1)小 学校

① 単元設 定の理 由

小学校段 階で は善悪 の判断 に基づ く行動様式 の基礎形成がで きるか どうかの大切 な時

期で あ り、規範意識 の高揚 を図 る指導が重要である。児童 の主体性 を尊重 しつつ も、 自

分 を内省 できる力 を身 に付 け られ るよ うにす るこ とも大切で ある。また、そのためには、

日々の生活 の中で好ま しい具体的な体験 を行 えるよ うに してい くことが必要である。そ

こで、安全 に関す る内容を、各教科 ・領域 を横 断的 に とらえた学習計画 として作成 した。

特 に、体験 的な学習の時間や課題解決 の活動 の時 間を保証で きる総合的 な学習 の時間 を

中心 に、効果的 な学習活動 を展開できるよ うに考 えた。

② 研究の視点 との関連

ア 自他の生命 を尊重 し、安全に関す る意識 を高 める

健康は安全 な生活 の上 に成 り立つ こ と、安全 な生活 を送 るためには心身の健康や 自

他 の生命 を大切 にしてい くことが必要であるこ とを、学校行事(セ ー フテ ィ教室、避

難訓練等)、 道徳(生 命尊重 、公徳心 ・規則尊重)で 横断的に取 り扱い、安全 に関す る

意識 を高めてい くこととした。 また、学級 の時 間な どを活用 し、情報交換を継続 して

行 うことによ り、意識 のさ らなる向上 を考えた。

イ 危険を予知 ・回避 し、対処す るた めの知識 を習得 させ る

児童は これ までの経験か ら、危険 についての知識 はある程度 もってい るが、十分 と

は言 えない。そ こで、 日常生活の中に潜む危 険の判断基準(「入 りやすい場所 ・見 えに

くい場所」 は危険)を 提示す ることで、児童 に共通認識 させ、フィール ドワー クを通

し、実際に体験 させ るこ とで危 険を予知 ・回避で きる知識 を習得 させ ると考 えた。

ウ 適切 な行動 を選択 できる技能 を育成す る

これか らの児童の安全 について、特 に予防に対 しての技能 を育成 したい。そ こで、

「安全な場所」・「危 険な場所」に着眼 したフィール ドワー クを体験す ることによ り、

犯罪が起 こりやすい場所 を事前 に見分 ける力 を習得 させ る。 さらに、取材活動 を通 し

て地域の人た ち と積極的 に触れ合い をもたせ、 自らも安全 な社会 をっ くる一員で ある

とい う自覚 をはぐくむ こ とが可能 になると考 えた。

【第4学 年 学習計画の例】

主 な学 習活動 〔口指導領域 ・○時間数〕

匿璽 セーフティ教室(警 察との連携)②

「危 険 か ら身 を 守 る た め に 」

・ロー ル プ レイ ン グ

圏 規則尊重(心 のノー ト)①

「や くそくやきま りを守るから仲良く生活できる」

匿圃 生命韓 ②

◎聡合的な学習の時間Il

「安 全 な 場 所 ・危 険 な 場 所 に つ い て 考 え よ う」 ③

・ス ク ー ル サ ポ ー ター とのT .T

・散 策 とケ ー ス ス タデ ィ

匿鋼 公徳心 ①

評価観点

○的確な判断のもとに安全な行動をしようとしている。【関心 ・意欲 ・態度】

○危険から身を守る方法を理解することができる。 【知識 ・理解】

○健康は安全な生活の上に成 り立っていることを理解することができる。

【知識 ・理解】

○規則を守って安全に生活 していこうとする。

○自他の生命を尊重 していこうとい う意識を高める。

○安全な日常生活について考えることができる。

○地域に潜む様々な危険性 を理解することができる。

【関 心 ・意 欲 ・態 度 】

【関 心 ・意 欲 ・態 度 】

【思 考 ・判 断 】

【知 識 ・理 解 】

○身の回りの危険を予測し、犯罪が起こりやすい場所を見分けることができ

る。 【思考 ・判断】

○自己の行動を振 り返 り、他の人にとっても安全な行動について考える。

【思考 ・判断】
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塵]避 難訓練 「不審者侵入対策」①

◎聡合的な学習の時間Il

「自分たちに役立っ地域安全マップを作ろう」⑨

・フィール ドワーク ・地図作成

「発表会を開こ う」②

◎1冬休みの課外活動1

・作ったマ ップを使 う。

・出かけた場所でも安全を考えて行動 しよう。

◎1総合的な学習の時間 皿1

「学習のま とめをしよう」②

○防犯についての危険回避 ・対処方法を実践的に理解する。 【知識 ・理解】

○安全について学んだ判断基準を生か し、フィール ドワークを進んで行って

いる。 【思考 ・判断】【技能 ・表現】

○伝える相手を考えて安全の判断基準を明確にして 「地域安全マ ップ」を作

成し、発表できる。 【思考 ・判断】【技能 ・表現】

○作成 したマ ップを実際に使って、さらに改良 していく。 【思考 ・判断】

○応用 して他の地域でも危険予知 ・回避することができる。

【思考 ・判断 ・技能】

○学習 した内容を生かし、適切に行動することができる。 【技能 ・表現】

○改善 した 「地域安全マップ」を作成 し、低学年に向けて発表できる。

【思考 ・判断】【技能 ・表現】

③ 成果

体験的な活動から実践的活動へ1
・ 導入時に散策活動 を行 わせ 、児童 に安全へ の関心を もたせた

上で危 険や安全な場所 の具体的な判断基準 を与 えた ことは、

課題意識 を高 めることにつながった。

・ フィール ドワー クとマ ップ作成 を繰 り返 し行 うこ とで、主体

的 に危 険な場所を見つ ける力 がはぐくまれた。

友達同士で調べた ことや気がっいた ことを伝 え合 うことや地域住民 に話を聞 くこと

で コ ミュニ ケーシ ョン能力が高ま り、 自らも安全な社会 を作 る一員であ るとい う自

覚が芽生 え、規範意識 の高揚や安全への実践力の育成 につながった。

・ 学級の時間に情報交換 の場を設定 した り、クラスの掲示板に地域安全マ ップコーナ
ー を設 けた りして

、積極 的に情報 を集 めて きた児 童の意 見を全体 の場 で発表 させ、

日常的に取 り組 む ことができた。

・ 単元計画を組む に当たって、横 断的に他教科 ・他領域 と関連 させなが ら学習 を深 め

たこ とに よ り知識理解 に とどま らず 、実践につなげることができた。特 に、道徳の

生命尊重や公徳心 ・規則尊重の授 業 との関連 を重点的に行ったことは切実感 をもっ

て学んでい くのに効果 的であった。

1スクールサポーター との連携か ら家庭への啓発へ1
・ 専門的知識 を生 きた言葉 で伝 えて もらうことは、心に響 く

学習の実践 とな り、児童 によ り確かな知識 の定着を図るの

に効果 的で あった。

・ 休 日や放課後 な どに保護者が児 童 と共 に実際に歩 き、情報

を 自主的に取材 してい る様子 が見 られた。

個に応じた指導1

児童の課題解決が主体的 ・継続的 に行 なわれ るよ うに、学習のま とま りごとに作文

を取 り入れ 、個 々へ の評価 を返す ことで、安全へ の価値付 けを行 うこ とがで きた。

・ 事前の防犯への実態調査 を保護者 と児童 に行い、詳 しく分析す ることは、個 に応 じ

た安全 に対す る価値観や実践力 を育て る手だて を考えることに有効であった。

④ 課題

・ 地域安全マ ップの今後 の活用法の吟味 と工夫す る必要がある。(継続 ・発信の仕 方等)

・ 安全 の意識 を高め確かな実践力 をは ぐくんでい くためには、発達段階にあわせた縦

断的な指導の位置付 けと計画的な推進 が必要である。
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(2)中 学校

① 単元設定の理 由

最近の傾 向として中学生は、少子化、地域 ・家庭の教育力低下、コミュニケーシ ョン能力

の低下、様々な体験の不足などか ら問題解決能力の低下が指摘 されている。本分科会調査で

も、中学生期の規範意識の低下や健康に対する知識はあっても実生活に行動が伴わないこと

が明らかになっている。 これ らは健康を脅かすものであり、生徒の安全への意識 を向上 させ

ることが重要である。そこで、生徒が描いた人生設計図をモデルケースにし、課題解決型の

グループ学習をすることで安全への意識を高め、予定 されている保健学習への意欲 も高まる

と考え設定 した。

② 研究の視点 との関連

ア 自他の生命 を大切に し、安全に関す る意識を高める

生徒の人生設計図をモデルケースに用いて学習することで、健康は安全の上に成 り立っ

ことに気付き、生涯 を通 じて 「安全」を自己の健康課題 としてとらえられ、安全を個人か

ら、周囲の人々や地域社会へ広がる視点がもてる。

イ 危険を予知 ・回避iし、対処するための知識 を習得 させる

モデルケースを通 して、問題 とされ るその原因と予防、回避、対処 を考える課題解決型

のグループワークを行 うことは、危険の種類によっては予知・回避できるものがあること、

遭遇時には適切な対処が重要であることを理解できる。そ して生活の中には様々な危険が

あることをモデルケースか ら知 り、より危険を身近に感 じることができる。今回は、様々

な危険に対 し、予防対策 ・回避方法 ・対処を簡単に説明するまでにとどめ、今後予定 され

ている保健学習へのガイダンス的な役割 とした。後続する授業への意欲を向上させ、知識

の さらなる習得につなげられ る。

ウ 適切な行動選択ができる技能を育成する

今回の検証授業は、適切な行動選択ができる技能に直結するまでに至 らないが、モデル

ケースを通 じて、現在の安全な生活が将来の健康の土台 となっていることを理解できる。

このことによって安全に対する意識を 日常的に持てるようにな り、複数ある選択肢 をその

都度 よく考え判断す ることにつながる。 これは、適切な行動を選択 しようとす る前段階で

あり、適切 な行動選択ができる技能へ近づけるものである。

【第3学 年 学習計画の例】

主 な 学 習 活 動 評 価 観 点

既習学習2年 次 自然災害及び交通事故などによる傷害の発生要因やその防止対策、応急手当につい

て関心を持ち、仲間と意見を交換 しながら課題を見付け、意欲的に学習しようとし

ている。【関心 ・意欲 ・態度】

自然災害及び交通事故などによる傷害の発生要因とその防止対策、応急手当につい

て自分の知識や経験、資料、仲間の意見や考えなどを基に科学的に考え、他への配

慮や選択すべき行動を判断できる。【思考 ・判断】

医健体育科(保 健分野)1傷 害の防止

○傷害の原因と防止

○交通事故の現状と原因

○交通事故の防止

○自然災害に備えて
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健 凍U妥4・ な 望活 のよ に威 りiっ て い る ことに気付 き、 進 ん で蜜 小 な 生括 を送 るk

は どう『すれ ば 広い窃 考 之 よ う と しrr㌧》る。 【Ptrc・ 意散 ・態 濠】

自他 の ラ イフス タイル ・ラ イフス テー ジkは 、 健 康 を脅 窃 す様 々 な危 険が 謄拭 して

し》る と㌧♪う考 之 を もち理 解 で き る。 【思」・考 ・宴』断 】 【知 識 ・裡 解】

生薩 を通 じ、 危 険 を予 防 ・◎ 避 ・対処 す る重要 牲 を理 解 で きる。 【知識 ・擢 解】

自然災害及び交通事故などによる傷害の発生要因とその防止対策、応急手当の意義

や手順について課題解決を通 して科学的に理解 し、日常生活の課題解決に役立っ知

識を身に付けている。【知識 ・理解】

③ 成果

ア 視覚的効果のある教材の工夫 と、生徒の将来を題材にした人生設計図の活用

・生徒が書いた人生設計図を基にモデルケースを用いたことで、興味 ・関心がもて、自他の

ライフスタイル ・ライフステージには健康を脅かす様々な危険

があることを、より身近に抵抗なく受け入れることができた。

・危険によって予知 ・回避できるものがあること、遭遇時には適

切な対処が重要であることと現在の安全な生活が将来の健康の

土台であることを、モデルケースの文面や階段状の外観か らも

気付 き、視覚的な効果 も得 られた。

・安全の視点を個人か ら地域社会に広がるよ うにしたことで、「交通安全」「防犯」「生活安全」

から 「交通安全」「生活習慣」「安全全般」「他者 との関わ り」など生活全般に関わる安全に

目を向けることができた。また、今後の生活の中で自他の安全 に配慮 しよ うとしている態

度 もみ られた。

イ 学習形態の工夫

・グループ活動を取 り入れたことで、グループ内で相互に意見

交換をすることができ、他 の意見を受け止め、 自分の知識や

考えに生かす ことができた。また発表す ることにより、自分

たちのグループで考 えた危険を予防または回避するための対

策を整理することができた。

ウ 個々の気付きと、今後の授業へのガイダンスとしての位置付 け

・授業を通 し、各 自の生活 を振 り返 り、改善点や改善策 を見いだせたことは、今後の安全な

生活を送る第一歩 となった。今後の授業では保健学習か ら得 られる知識 ・技能も積み重ね

られ、学習のスパイラル効果が得 られ、より個々の生活に反映されることが期待できる。

④ 課題

・養護 教諭 と学級担任のT .Tで は、発問の分担な ど、学級の様子や生徒の実態を最も把握 し

ている担任による効果的な学習支援 をさらに工夫する必要がある。

・生徒が健康 と安全に関心をもち、学習活動を通 して 自分 自身の生活に活かす意識 をもつこ

とができる授業の工夫が必要である。

・ワークシー トは、次に行 う保健体育 「傷害の防止」の指導につなげて活用 され るように作

成 し、評価が継続性のあるものにす るな どの工夫が重要である。

・適切な行動選択の定着のためには、本時で扱 った内容を授業で繰 り返 していく必要がある。
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(3)高 等学校

① 単元設定の理 由

高等学校においては、行動範 囲や交友関係の広が りによ り生活に大きな変化を伴 う時期 と言

える。また、二輪車や 自動車免許も取得可能な年齢 となってくるため、生徒は事故や事件に遭

遇す ることが増えていくのではないかと考えられる。本校では、入学時の新入生オ リエンテー

ションの中で通学時の交通安全指導を実施 している。 しかし、通学時や 日常生活の中で起きる

事故報告では、生徒の安全に関する意識や緊急時の行動選択について課題のあるケースが多い。

生徒が、危機 に直面 した場面で正 しく判断し適切 に行動 していくためには、各 自の安全に関す

る課題の明確化 と改善に向けての、継続 した指導が重要である。本時で緊急時の自己の改善点

を見いだ し、関係機関との協力 ・連絡方法を体得することで、関連 して実施 される交通安全の

講話 の学習効果をあげることにつながると考え、設定 した。

② 研究の視点との関連

ア 自他の生命 を大切 にし、安全に関す る意識を高める

身近に起きた事例をもとに、緊急時の 自分 自身の行動 と意識について考えさせることは、

自分だけではなく、他者の安全に配慮す ることの大切 さに気付き、 自他の生命尊重につなが

る。また、他教科 との横断的な単元計画 ・学校行事の中に、位置付けることは更に多角的な

アプローチ とな り、意欲を高めることにつながる。

イ 危険を予知 ・回避 し、対処するための知識を習得 させ る

身近な事例をグループで話 し合 うことは、緊急時の適切な判断 ・対処の重要性が理解でき

るだけでなく、個々の傾向と改善点を見いだ しなが ら具体的な行動変容につながる活動 とな

る。また、事例から正 しい行動選択 と判断、関係機関との協力 ・連絡方法について理解する

ことは、今までの漠然 とした意識が確かな知識 として再構築 され、確実な実践力に結び付 く。

ウ 適切な行動選択ができる技能を育成する

関係機関 との協力や連絡方法を、緊急時を想定 してロールプレイングで体験 しておくこと

は、緊急時の対処を円滑に し、心構えも備わる。そ して緊急時の適切な判断、行動選択に影

響 し技能の定着 にもつながる。

【第2学 年 学習計画の例】

主 な 学 習 活 動

既習学習:1年 次

囲
○ 新入生オリエンテーション

通学時の安全

圏
○ 現代に生きる私たちの課題

○ 現代の社会生活と青年

塵 体育科1

0交 通安全

○応急手当

評 価 観 点

高校生として交通ルールを守り通学時の安全な運転と乗車・歩行と、事故発生時の

適切な対処ができる。【関心 ・意欲 ・態度】【技能 ・表現】交通安全の重要性と事故

の予知 ・回避方法を理解し、冷静に判断できる。【知識 ・理解】【思考 ・判断】

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人

間についての理解を深め、現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判

断するとともに自ら人間としての在 り方生き方について進んで考えることができ

る。【関心 ・意欲 ・態度】【思考 ・判断】良識ある公民として必要な能力を身に付け

る。【技能 ・表現】

交通事故防止のため、車両の特性を理解し、安全な運転や歩行など適切な行動がで

きる。【知識 ・理解】【技能 ・表現】自他の生命尊重や交通環境の整備の重要性に基

づいた行動を考える。【思考 ・判断】交通事故発生時の責任や補償問題、心肺蘇生

法や適切な応急手当を理解する。【知識 ・理解】一社会人として、緊急場面に応じ

た迅速な連絡 ・心肺蘇生法や適切な応急手当ができる。【技能 ・表現】
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主 な 学 習 活 動

2年次

1学級活動 本時(1時 間)1

0事 例検討で自身の振 り返りをしよう

○ 適切な対処と連絡方法を知ろう

1交通講話1

0交 通事故の現状

○ 交通事故の予知 ・回避、遭遇時の対処

評 価 観 点

身近なものとして気付き、事例検討を主体的に取 り組み自身の課題の明確化 と具体

的な改善策を導き出せる。【関心 ・意欲 ・態度】【思考 ・判断】緊急時の関係機関と

の協力 ・連絡、適切な応急処置とその重要性、社会人としての責任を理解でき、関

係機関との連絡方法を体得できる。【知識 ・理解】【技能 ・表現】

交通事故の発生メカニズムと事故がもたらす被害や現状を知り、予知 ・回避の重要

性とその方法を理解できる。【知識 ・理解】安全な交通社会を構築する一員として、

交通事故の予知 ・回避方法を自身の行動に照らし合わせ、考えることができる。【思

考 ・判断】交通安全に関わる行動の変容ができ、安全な生活を送ることができる。

【技能 ・表現】

③ 成果

ア 身近な事例の活用

・ 実際に起きた事例を取 り上げたことによって
、自分の身に起 こり得る身近なこととして とら

え、活発に意見交換をし、主体的に学習に取 り組むことができた。

・ 各 グループが発表 した、適切 にできていない対処について振 り返 りを行 うことで、改善に向

けての課題意識 と具体的対策をもたせ ることができた。

・ 緊急の場面で適切な行動選択ができないことが、今後の生活にどのような影響を及ぼすか、

漠然 とした意識を知識に換 えることで、緊急時における関係機関との連絡の重要性 を理解す

ることができた。

イ 実践力につながる指導 と教材の工夫

・ ロールプ レイングで関係機関との連絡を体験 したことで、緊急時の適切な連絡方法を身に付

けることができ、今後遭遇するかもしれない緊急時には冷静に対応する重要性を実感 し、心

構えも備わった。

・ 事例にあげた交通事故以外に、「不審者」「自然災害」「急病人」の緊急場面についても活用で

きる資料を配布することは、緊急場面に遭遇 した際の携帯マニュアルにもな り、実践力につ

ながった。

ウ 個 に応 じた指導

・ 各 自が緊急時に関する意識 と、対処方法の程度を理解 し、自分の改善点を見いだす ことは個々

の傾向をふまえた行動変容が可能になる指導 となった。

・ 本時を通 じて、明確化 した課題 と各 自の生活スタイルから遭遇 しやすい緊急場面に 目を向け

させ ることは個々の生活に反映できる指導 となった。

④ 課題

・ 生徒指導部な ど校内での連携 を図り、生徒の実態に応 じた組織的、計画的な安全教育を繰 り

返 し実施 していくことが必要である。

・ ディベー ト、班別討議などの方法、関係機関スタ ッフとのT.T.や 実生活に活かせ る資料の作

成などを通 し、正 しい知識 と適切な行動が定着する授業を開発す る。

・ 客観的 ・多角的な視点をもたせ、自己の生活に活かせる具体的な対策を導き出せ る指導を繰

り返 し実施 し、実践力をはぐくむ。

・ 社会貢献な ど、社会の一員 としての自覚 と社会的責任の意識を高める指導の工夫が必要であ

る。
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皿 研究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

健康教育部会 の 「安全教育」分科会 では、研 究主題 「自他 の生命 を大切 に し、安全 につい

て主体的 に判断 し、行動す る児童 ・生徒 の育成」を受 け、安全 について、小 ・中 ・高の年間

指導計画 をもとに一人一人 の実践力を高 める工夫 をすれば、育てたい児童 ・生徒像 に迫 るこ

とができる と考えた。また、発達段階に合 わせ るとともに、個 に応 じた指導 を積 み重ね るこ

とで、スパイ ラル効果 によ り安全への意識 ・知識 ・技能 を拡大 ・継続 させ ることが、実践力

につなが ってい くと考 え、研究 を進 めてきた。

(1)調 査研究 を通 して

調査仮説である 「安全に対す る意識 ・知識 をもってい る児童 ・生徒は危険 に対 して適切な

行動選択が とれ る。」が検証で きた。 この結果を基 に、意識 ・知識 ・技能 に関わ る研究の視

点を設定 し、 この3つ を相互 に関連 させ なが ら実践力 をは ぐくむた めの学習計画を作成す る

こととした。

(2)研 究の視点 を通 して

① 自他の生命 を尊重 し、安全 に関す る意識 を高 める

健康 は安全 な生活の上に成 り立っ こと、安全 な生活 を送 るた めには、心身の健康や 自他

の生命 を大切 に してい くことが必要であることを学級活動 、学校行事(セ ー フティ教室 ・

避難訓練な ど)、 道徳(生 命尊重 ・公徳心 ・規則尊重)で 取 り扱い、安全 に関す る意識 を

高めてい くことがで きた。 また、学級指導な どでも生命尊重や安全に関す る指導 を 日常的

に行い、意識 の継続や高ま りを図 ることができた。

② 危険 を予知 ・回避 し、対処す るための知識 を習得 させ る。

各教科 ・学校行事、学級活動、道徳、総合的な学習の時間を相互に関連付 け、横断的に

取 り扱い、これ らを教育課程 に位 置付 け、学校安全教育計画を立案 ・実施 す るこ とに より、

よ り実践的な理解 につなげるこ とができた。

また、関係機 関や養護教諭 との連携 を図ったテ ィームテ ィーチ ングによる授 業では、事

例 を示す ことによ り、児童 ・生徒が身近 な問題 として とらえ、確かな知識 を定着 させ るた

めの指導 ・支援 を効果的に行 うことがで きた。

③ 適切な行動 を選択できる技能を育成す る。

地域安全マ ップづ く り、ロールプ レイ ング、ケー スス タデ ィな どの体験的 ・課題解決的

な学習 を通 し、児童 ・生徒が課題意識 をもち、試行錯誤 しなが らも、主体的に学習 を進め

る姿が見 られ た。安全な行動選択ができる判断力が技能の基礎 として築 くことができた。

2今 後の課題

・ 児童 ・生徒 の安全 に関す る実践力 をよ り確 かにはぐくみ、定着 させ てい くためには、安

全教育 の年間指導計画を教育課程に明確 に位置付 け、小 ・中 ・高の発達段階に応 じた指導

を途切れ ることなく、繰 り返 し行 えるよ うを組織的 に取 り組んでい く必要があ る。

・ 安全教育年 間指導計画 では、関連教科 ・領域 のつ なが りをよ り明確 にす る とともに、生

活安全 について、 さ らに指導方法 ・内容 を検討 し、教材 開発 してい く必要が ある。
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「心と体の健康と生活習慣に関する指導」分科会研究主題

自分を大切にし、健康な生活をめざす児童・生徒の育成

1研 究の概要

1主 題設定の理 由

近年、昼夜区別 のない24時 間体制 の社会生活 の広が りに より、児童 ・生徒の生活 に大 き

な影響 を及ぼ してい る。食生活 の偏 り、睡眠不足や生活 リズムの乱れ 、肥満や体力の低下等、

児童 ・生徒の健康 問題は、 これ ら生活習慣が深 く関わっている と考 えられ る。

一方
、雑誌やテ レビ、インターネ ッ ト等、 メディアを通 して健康に関す る情報が浴れてい

る。 しか し、健康 に関す る正 しい知識 を 自ら獲得 しよ うとした り、 自分 自身の生活 を振 り返

り、 日々の健康づ くりに取 り組んだ りしてい るか とい うと必ず しもそ うとは言 えない。 これ

は、 自分 の心 と体 の健康問題 に関心が低か った り、 自らの生活 をあえて改善 しよ うとい う意

識 が低か った りす るこ と等 によるもの と考 え られ る。 また、健康 に関す る様 々な情報の 中か

ら、正 しい情報 を選択す るカが身 に付 いていない ことも理由 として挙げ られ る。

体調不 良を感 じていて も、そ の原 因を生活習慣 と関連付けて考 えることや、またそれが心

の健康 にも深 く関わっているこ とな どに思いが至 らない児童 ・生徒が少 な くない。

本研 究では、健康に対す る意識 と実践力 とを結び付 けるために、 自分 を大切 にす る気持ち

を 日常の中では ぐくみなが ら、 自分の生活 と健康 の関係 について理解 を深 め、健康 の大切 さ

を実感で きるよ うな指導方法 を工夫す る。そ して、児童 ・生徒 を取 り巻 く様 々な状況や発達

段階には個人差があることを踏 まえ、一人一人の実態 に応 じた きめ細 かな指導を通 して基本

的な生活習慣(*)の 確 立や児童 ・生徒 の 自主的 ・自発的な健康づ く りへの実践力 を育てて

い くことを 目指 してい る。 また、先行研究 において常 に課題 として あげ られて きた児童 ・生

徒の実践 の 日常化 と健康教育 の取組 みの一般化 も同時 に 目指 してい きたい。

以上 のこ とか ら研究主題 を上記の よ うに設定 した。

*本 研究 における基本的な生活習慣 の4つ の内容 …食事 ・睡眠 ・運動 ・排便

2研 究のねらい

(1)基 本的な生活習慣 について、小 ・中 ・高 ・盲 ・ろ う ・養護学校の各学年 に応 じた系統性

のある指導 内容を明 らか にす る。

(2)自 分を大切 にす る気持 ちを 日常の中では ぐくみなが ら、意欲 をもって健康な生活 を 目指

す児童 ・生徒 を育てる指導方法 を工夫す る。
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3研 究仮説の設定

研究仮説

自分 を大切 にす る気持 ちを 日常の中では ぐくみなが ら、自分 の生活 と健康 の関係 につい

て理解 を深め、健康の大切 さを実感 できるよ うな指導方法を工夫す る。そ のことによ り、

児童 ・生徒の 自主的 ・自発的 な健康づ くりへの意欲や実践力が育 ってい くで あろ う。

4研 究の方法

(1)

(2)

3

4

基礎研究 …先行研究 の分析 と参考文献 の収集 を行 う。

主 な参考文献

・21世 紀 を生 きる児童 ・生徒の健康づ くりの指針 と方途 について

東京都学校保健審議会

・心の健康 と生活習慣 に関す る指 導 実践事例集 文部科 学省

・実践力 をは ぐくむ健康教育の推進 を 目指 して 東京都教育委員会

・児童 ・生徒 の健康づ くり基本計画推進マニュアル 東京都教育委員会

調査研究 …児童 ・生徒 を対象 とした心 と体 の健康 と生活習慣 に関す る実態調査 を行い、

分析 し考察す る。

指導計画 …発達段階 を考慮 した学年 ごとの指導計画 を作成す る。

授 業研究 …指導計画 をもとに、指導内容 、指導方法、指導形態及 び教材の工夫 を考 え、

学習計画 を作成す る。実証授業 を し、評価 を行 う。

5研 究の視点

右 の図は、本研究で児童 ・生徒が健康 な生活の実践力

を身 に付 けてい く考 え方を表 した ものである。本研究

に取 り組む にあたって着 目した点は 『知識 の習得 か ら

実践へ と結び付 く指導』である。知識 を実際の行動 に

結び付 けて考え、健康な生活 を 目指 してい ける児童 ・生

徒を育て るために、 「自分 を大切 に思い、健康 な生活 を

めざす意欲」、「自分 の心 と体や健康に関す る正 しい知

識 」、 「自分 に合 った 目標 を設定す る力」 の3点 を研 究

の視点 とした。 自分 を大切 にす る気持 ちをはぐくみ な

が ら、個 に応 じた指導 をす るこ と、 自らの生活を振 り

返 り評価す る自己評価活動 と、それ らを基 に立て られた

新たな 目標 を達成す るための実践 を継続的 に積 み重ね る。

この ことによ り、児童 ・生徒 の健康な生活への実践力が

現在 か ら将来にわた って高め られてい くと考 える。

☆ 自分 を大切 に思 い、健康 な生活 を めざす 意欲

◇ 自分の心 と体や健 康 に関す る正 しい知識

◎ 自分に合 った 口標 を設 定す る力
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(1)自 分を大切に思い、健康な生活をめざす意欲

「毎 日元気でい るために○○ しよう。」 「健康 な体に成長す るために○○に気 を付 けよ

う。」等 と健康 を意識 した生活 を送 るためには、一人一人 の 自分の ことを大切 に思 う気持

ちが大 きく関わっているのではないか と考える。児童 ・生徒 に自分 の大切 さを実感 させ

るこ とで 『自分が好 き』や 『自分 を大切 に思 う』気持 ちをは ぐくみ、『自分の心や体 を大

切 に したい』、だか ら 『健康な生活 を してい こ う』とい う健康 な生活 をめざす意欲へつな

げたい。

(2)自 分の心と体や健康に関する正しい知識

児童 ・生徒が 自分の心や体 について 関心を もち、 自分について よく知 ることや、健康

に関す る正 しい知識 を習得す ることで健康な生活 の実践力 を高め られ ると考える。基本

的な生活習慣 の確立をは じめ とした健康な生活 の実践力をはぐくむために、発達段階に

応 じた指導を通 して健康 に関す る正 しい知識 の定着 を図る。

(3)自 分に合った 目標を設定する力

児童 ・生徒が健康の大切 さを実感 し、正 しい知識 を身 に付 けるとともに、適切 な意志

決定 ・行動選択 をす るカが、実践力 をは ぐくむための重要な要素 であると考 える。児童 ・

生徒 を取 り巻 く様々な状況や発達段階 を踏まえ、個 に応 じた指導を通 して、 自分の生活

を振 り返 り、健康な生活 のた めに必要 な 自分に合 った 目標 を自 ら設定す るカを育て る。

健康な生活の実 発達段階に応 じた視点へのせまり方

践 力を高め るた 小学校 、盲 ・ろう・養護学校小学部 中学校 高校

めの三つの視点 *小 学校においては家庭からの支援が重要 盲 ・ろう・養 護学 校 中学 部 、高 等 部

・家庭や教師等か らの言葉がけや支援(ほ め られた り認められた りす る体験

自分を大切に思
等)に よる、自分のよさや大切にされていることが実感できる働きかけ

い、健康な生活

をめざす意欲 '讐∴蝦 評＼

の工夫/

・価値観や将来への希望の見つめなおし

健
と明確化 を図る工夫

康
・生徒同士の話 し合い等の共有体験を通

な
し、将来への期待感 がもてる指導

生

自分の心と体や ・家庭との醗 を講 ・た取癌 ＼ '生醐 囲の拡大嶺 境の変化の中で蘇 を保 活

健康に関する の工夫/ 持増進するための理解の深める工夫 の

正しい知識 '自 分の生活を励 返 り・学習し理解 を深めた正 しい知識を自分の生活に取 り入 実

れていこうとする・行動変容 を目指 したキ旨導方法の工夫 践

自分に合った ・生活マ ップ、生活振 り返 りマ ップ等による自己評価活動の工夫 〉 力

目標を

設定する力 :麟 灘螺∴ ＼
・自己実現を図る自律的な意志決定 ・行動選択

(ヘルスプロモーシ ョン)の 必要性の理解を

と共通理解 を図る工夫 図る工夫
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6研 究構想図

健康教育研究主題

健康への意識を高め 実践力をはぐくむ健康教育

社会的背景

・24時間体制の社会生活の広がり

・子どもの大人と変わりのない生活

・メディアを通した健康に関する様

々な情報の氾濫
・家庭の教育力低下

児 童 生 徒 の 実 態
・自分自身の健康問題には関心が低い

・健康な生活を送るための知識や意識

が、実践に結び付かない
・基本的生活習慣の乱れ

・生活習慣に起因している症状の増加

先行研究における課題

・実践の 日常化

・健康教育の取り組みの一般化

「自分 を大 切1し 、健 康 な生 活をめざす児童 ・生徒 の 育成 」

育てたい児童 ・生徒像

○自分を大切にする気持ちと健康な生活

をめざす意欲をもつ児童・生徒

O自 分の心と体や健康に関する正しい知

識を習得している児童・生徒

O自 分の健康課題に対する目標を設定し、

実践しようとする児童 ・生徒

発達段階を考慮して、単元及び学習活動

の中で育てたい三つの項目

ぐ
自分を大切に思い、

健康な生活をめざす

意欲

自分に合った目

標を設定する力

つ
自分の心と体や

サ 健康に関する正

しい知識

研 究 仮 説

日常の中で自分を大切にする気持ちをはぐくみながら、自分の生活と健康の関係について理解を深め、健

康の大切さを実感できるような指導方法を工夫する。そのことにより、児童・生徒の 自主的・自発的な健康づ

くりへの意欲や実践力が育っていくであろう。

研 究 のね らい及 び 内 容

0発 達段階に応じて系統的に繰り返し学習し、三つの項 目を高められるよう考慮した学習指導計画

0自 分や自分の生活について振り返り、個に応じた目標設定をするための発達段階に応じた指導の工夫

0健 康に対する意識を実践に結び付けるための発達段階に応じた学校及び家庭における取り組み

自主的・自発的な健康づくりの実践力
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1研 究 内容

1調 査 研 究

(1)調 査 目的

児童 ・生徒 の健康 に対す る意識や生活習慣 と心 の健康の実態 を とらえることによって、

学校 にお ける健康教育の実践 のための基礎資料 とす る。

(2)調 査仮説

健康 に対す る意識が高 く、基本的生活習慣 が身 に付いている児童 ・生徒 ほど、 自分 を大

切 にす る気持 ちが高いであろ う。

(3)調 査対象

(心 と体の健康 と生活習慣 に関す る指導)分 科会研究員所属校

東京都公立小学校8校 、中学校4校 、高等学校3校 、ろ う学校1校 計16校 の児童 ・生徒

小学校 中学校 高等学校 合計(名)

人数 1,126 971 661 2,758

小 学 校1～6年 生1,126名 中学 校1～3年 生971名 高等 学 校1～3年 生(高 等 専 門学

校1～5年 生 を含 む)661名 計2,758名

(4)調 査 の時期

平成17年7.月 中旬(一 学 期 中)

(5)調 査 方 法

質 問紙 法 に よる調 査

(6)調 査 内容

「児 童 ・生徒 の心 と体 の健 康 と生活 習 慣 に関す る調 査 」

小 学 校:質 問24項 目 中学校 ・高 等 学校:質 問27項 目

(7)調 査 の結果

○健 康 に対す る意 識 ○生 活 習慣

生活習慣 校種別群分け

小学生

中学生

高校生

(%)

ロ望ましい生活習慣群 ロ望ましくない生活習慣群

○健 康 に対す る意 識 と生活 習 慣(ク ロス集 計)○ 生活 改 善 の 必要 感(高 校 生)

健康に対する意識 校種別群分け

小学生

中学生

高校生

←」=58211111 418コ

ー-15831114171コ

1

!一 」,。6112。 、コ
ー フノ」一 一「プ ー ノー 一一=フ←一一「/

020406080100(%)

ロ十分な意識群 ロ不十分な意識群

小学生

中学生

高校生
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健康 に対す る意識 … 健康に対す る意識 についての質 問項 目

生活習慣 ・・・・… 基本的生活習慣 の実践 についての質問項 目

心の健康 ・・・・… 自分を大切 にす る気持 ちについての質問項 目

*相 関係 数 ≧0。4～0.7で 強 い相 関 が あ る。

全体 相関係数 小学生 相関係数

健康に対
する意識 生活習慣 心の健康

健康に対
する意識

生活習慣 心の健康

Pearsonの 相 関 係数

麟 鞭 確率嗣
1

2758

,506

.000

2758

.478

.000

2758

Pearsonの 相 関係 数

朧 義 簸確率嗣
1

1126

.563

.000

1126

.510

.000

1126

Pearsonの 相関係数

生活習慣 有意確率(両 側)

人数

.506

.000

2758

1

2758

.525

.000

2758

Pearsonの 相関係数

生活習慣 有意確率(両 側)

人数

.563

.000

1126

1

1126

.559

.000

1126

Pearsonの 相関係数

心の健康 有意確率(両 側)

人数

.478

.000

2758

,525

.000

2758

1

2758

Pearsonの 相関係数

心の健康 有意確率(両 側)

人数

,510

.000

1126

.559

.000

1126

1

1126

中学生 相関係数 高校生 相関係数

健康に対
する意識

生活習慣 心の健康 健康に対
する意識

生活習慣 心の健康

Pearsonの 相 関 係数

箏朧 驚 確率(醐
1

971

.499

.000

971

.462

.000

971

Pearsonの 相 関 係 数

箏朧 驚確率嗣
1

661

.437

.000

661

.404

.000

661

Pearsonの 相関係数

生活習慣 有意確率(両 側)

人数

,499

,000

971

1

971

.441

.000

971

Pearsonの 相関係数

生活習慣 有意確率(両 側)

人数

,437

,000

661

1

661

.399

.000

661

Pearsonの 相関係数

心の健康 有意確率(両 側)

人数

.462

.000

971

.441

.000

971

1

971

Pearsonの 相 関 係 数

心 の 健 康 有 意 確 率(両 側)

人数

.404

.000

661

.399

.000

661

1

661

(8)調 査 の考察

健康に対す る意識 、生活習慣 、心の健康 に相 関関係があ り、学齢 が低いほ ど強い相関関係

がある。全校種にわたって、生活習慣 と心の健康 とのかな り強い相関がある とい える。また、

いずれの発達段階において も健康 に対す る意識 と生活習慣 との相 関があるといえる。

健康に対す る意識 の高い児童 ・生徒 は過 半数 を超 えてい るが、校種が上が るにつれて、健

康 に対す る意識 と生活習慣 とが結び付 きに くくなることがわかった。

つま り、発達段階に応 じた健康 に対す る意識や基本的な生活習慣 の確立 と生涯 にわた る健

康づ く りの実践力を高める指導 の工夫が必 要である。 さらに、児童 ・生徒が 自分 を大切にす

る気持ちをは ぐくむ支援 を取 り入れ ることによ り、健康 を意識 した よりよい生活 を一層 目指

してい くことができる と考 えた。
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学年別指導計画(例)

小学校(小学部)/年 小学校(小学部)2年 小学校(小学部)3年 小学校(小学部)4年 小学校(小学部)5年 小学校(小学部)6年

ね らい ○ 日常生活における基本的な生 ○ 日常生活をよりよくするため ○生涯にわたって自らが健康な

活習慣を身に付ける の方法を考え、 目標をもち行動 生活を送っていくための 目標を

できる 立てて、実践 しよ うとする意欲

を高めることができる

○自分のよさに気付 く

自分を大切 0こ れまでの成長を振 り返 り、自分は大切な存在であることに気付 く

に思い、健康 ○自分 自身を見っめ直すことで、自分を肯定的に受け入れ る

な 生 活 を 目 ○自分の考えや思いを、素直に表現する

指す意欲 ○ 自分の体について関心をもち、 0毎 日の生活と健康 との関わ り 0自 分の心と体について関心を

健康な生活を意識している について関心をもち、自ら健康 もち、自ら健康な生活を目指 し、

な生活を送ろうとしている 実践 しようとしている

(生活科) (生活科) (体育 保健) (体育 保健) (体育 保健) (体育 保健)

ともだち になろ うよ すてきな 自分を 毎日の生活と健康 育ちゆくからだと私 心の健康 病気の予防

知ってほしい

関連教科 ・領域 (道徳)

○節度 ・節制 ○生命尊重 ○家族愛

(特別活動) (特別活動) (特別活動) (特別活動) (特別活動) (特別活動)

自己紹介をしよう よい ところさが 上手な話し方きき方 自分への手紙 自分の心と会話 10年 後の私

しを し よ う について考えよう し よ う

○自分の体の しくみや働 きに ○体の発育 ・発達の仕方につ ○心 も体と同様に発達 し、心と

自分 の 心 と つ いて知 る いて理解す る 体は密接な関係があることを理

体や健康に 解する

関 す る正 し 0規 則正 しい生活 リズムを知 0心 と体の健康づ くりについて

い知識 る の知識をもち、適切に管理する

○健康の大切 さを認識するとともに、健康によい生活の仕方

を理解する

体i(特 別活動) (特別活動) (理科) (理科)

i男 。子.女 。子
■

私の誕生 (体育 保健) (体育 保健) 魚や人のたんじょう 動物のからだの働き

生活 (特別活動) 毎 日の生活と健康 育ちゆくからだと私 (体育 保健) (体育 保健)

習慣 早寝早起き ・朝食 ・排便の大切さを 心の健康 病気の予防

関連教科 ・領域 知ろ う けがの防止

(特別活動) (特別活動) (家庭科) (家庭科)

食 食べることの楽 しさを知る 友だちと仲良く食べることの大切さを理解する 料理って楽しいね 見直そ う毎 日の食事

食べ物に興味をもつ 食事を作ってくださる方々 に感謝の気持ちをもっ おいしいね まかせてね今日のご飯

○生活習慣 を振 り返 り、良い ○生活習慣を見直 し、改善点 ○生活習慣を見直 し、改善点

自分 に合 っ ところ、良 くない ところを見 を見つける を見つける

た 目標 を設 つ け る ○ よ りよい生活を送 るため ○ よ りよい生活 を 目指 し、新

定するカ 0よ りよい生活 を 目指 し、努 の目標を立て、それを達成す たな目標を設定 し、実践す る

カす る るための工夫を考える 方法を考える

(体育 保健) (体育 保健) (体育 保健) (体育 保健)

毎 日の生活と健康 育ちゆくからだと私 心の賑 ・けがの防止 病気の予防

(特別活動) (総合的な学習の時間) 醗合的な学習の時間) (総合的な学習の時間)

関連教科 ・領域 規則正しい生活リズムですごそう 健康な生活を送るために自分ができ 心 と体の健康 を 自分の生活を振

「げ ん き っ子 に な ろ う」 ることを考えよう 考えよう り返 り目標をた

「め ざせ!ス ッキ リ生 活 」 「心の健康 てて実践 しよう

～自分を大切に～」 「生活マップを

つ く ろ う」
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中学(中 学部)1年 中学(中 学部>2年 中学(中 学部)3年 高校(高 等部)1年 高校(高 等部)2年 高校(高 等部)3年 盲 ・ろう ・養護学校

自 らの 生 活 に 関 自己をみつ め、自 生 涯 を 通 じて 自 よ り よい 健 康 行 健康課題を解決 自分の行動を評 学校 生活全体 の巾

心 を持 ち、健 康な 己の向上を図 る らの健康を適切 動を判断し選択 す るた め の能 力 価 し健康的な生 で健 康につ いて繰

生 活 を送 ろ う と 個性を伸ばし充 に管理 し、改善 し するこ とができ、 (ライ フスキル) 活 に 改 善 して い り返 し指導 を行 い 、

する実践力を身 実 した 生 き 方 を て い く力 を 身 に 自分 に 合 っ た 目 を身に付 ける こ う とす る 力 を 知識を身に付け、実

に付 ける 追求する 付 ける 標 設定がで きる 付 ける 践力をはぐくむ

O人 間 として生 き ○それぞれの個 ○望 ま しい 生 活 ○ 自分 を見つめ直 ○ 自分 を表 現 し ○人間関係を深 盲 ・ろ う及び肢 体不

る事への喜びや人 性や立場を尊重 習慣 を身 に付 け、 すこ とや他 者 との 他 者 か ら 自分 を め 、一 人 一 人 が 対 臼山者(児)・ 病弱者

間の美 しさに気付 し、いろいろな物 心身の健康の増 関わ りを通 し、客観 認 め て も ら え る 等で不可欠な存 (児)を 教育す る養

き、 人 間 と しての の見方や考え方 進 を図 り、節度の 的 自己理 解 と他者 体験を通 し、相互 在 で あ る こ とを 護 学校 の 目標 ・内容

よさを見出す を理解する ある生 活をす る 理解を深める の信頼感を得る 感 じる につ い て は 、小 ・中 ・

(道徳) (道徳) (道徳) ホー ムルー ム活 動 ホー ムル ー ム活動 ホー ムルー ム活 動 高等学校に準ずる

・人間的弱 さの克 ・かけがえのない命 ・個性の伸長 学校行事 学校行事 学校行事 知的障害者(児)

服 ・生きる喜び ・個性の伸長 ・人間らしい生き方 クラブ活動 クラブ活動 クラブ活 動 を教育する養護学校

・生命の尊重 ・生命の尊重 ・人間のすばらしさ 各教科 社会体験学習 各教科 では、障 害の 改善 ・

・生命のすばらしさ ・生命の尊重 各教科 克 服を 目的 と し、障

害 のあ る児童 ・生徒

○心 身 の機 能 の ○人 間 の健 康 と ○健康を保持増 ○健康を保持増 ○生涯の各段階 ○個人及び社会
に小 ・中 ・高等 学校

発達や心の健康 環 境 との 関 わ り 進 し、疾病を予防 進 す るた め に は において健康課 生活 に お け る健
と同一 の内容 を,同

の保 持 に つ い て を理解 し、健 康の す る た め の 適 切 適切な生活行動 題があ り、 自らそ 康 ・安全 の理解 を
一 の方法 で学習 す る

理解する 保持増進を図る な対策を理解す を選択し実践す れに応じた対応 深 め、生涯 を通 じ
ことが 困難な こ とか

る るこ と、環境 を改 が 必 要 で あ る こ て健康を適切に
ら,障 害 の特性 に応

善 して い く努 力 と、及 び社 会生活 管理 し改善する
じた教科や教育課程

が 重 要 で あ る こ と健 康 の課 題 を 資質や能力の育
編成 上の特 例を設

とを理解す る 理解する 成 を図る
け,個 々の障害 の状

(保健体育) (保健体育) (保健体育) (保健体育) (保健体育) ホー ムルー ム活 動
態や発達段階に応じ

心身の発達 と心の 健康と環境 健康生活と病気 現代社会と健康 生涯を通 じる健康 学校行事

健康 ・快適な環境 予防 ・健康の考 え方 ・生涯 の各段 階に クラブ活動
た適切な指導を行う

・身 体の発 育、発達 ・身体の環境に対す ・健康の成 り立ち ・健康の保持増進 おける健康 各教科 おもな指導内容

・呼吸、循環機 能 の る適応能力 ・食生 活 と健康 と疾病の予防 ・保健、医療 制度 ○領域 ・教科を合わ

発達 ・空気や飲料水の衛 ・運動 と健 康 ・飲 酒 、喫 煙 、薬 及び地域の保 せた指導

・生殖機能の成熟 生的管理 ・休養 と健 康 物、医薬 品と健康 健医療機関
・日常生活 の指導

・精神機能の発達と ・応急手当 ・生活 習慣病 と予防 ・感 染 症 、エ イ ズ 社会生活と健康

自己形成 傷害の防止 ・喫 煙 、 飲 酒 、 薬 とその予防 ・環境 と健康 衣 服の着 脱 ・洗 面 ・

(道徳) 物 乱用 、感 染症 と ・意志決 定、行動 ・環境 と食晶の保健 手洗 い ・排泄 ・食 事 ・

望ましい生活習慣 その予 防 選択 ・労働 と健康
清 潔 ・挨 拶 ・礼 儀作

(家庭科) ・交通 安 全 ・自 己 (生活技術〉
法 ・時 間、 きま りを

私 達 の よ り豊 か 実現 ・応急手 当 ・食生活 と栄養

守 る こと ・朝 、帰 り
な食生活 (生活技術〉 ・食品 と調理

・生涯発達 と家族 ・食生活 の管理 の会 ・係活動 ・掃 除

○規 則 正 しい 生 ○生 き る こ とに ○自己理解を深め ○健 康 に よい 生 ○心 と体の健康の ○現在の状況 を把
・遊 びの学習

活 を通 して、自分 つ い て の 目的や 自分自身のよさや 活行動の選択と 大切 さを認識でき 握 し、生活の質の
・生活 単元学習

の生 き方を正す 目標 をもっ 個性を見出す 行動定着を図る るようにする 向上を図る
・作 業学習

農 耕 ・園 芸 ・紙 ⊥ ・
(道徳) (道徳) (道徳) ホー ムルー ム活 動 ホー ムル ー ム活動 ホー ムルー ム活 動

木 工 ・縫 製 ・織 物 ・・望ましい生活習慣 ・積極的に生きる ・強 い意 志 学校行事 学校行事 学校行事
金 工 ・調理 など

・節度を守 り節制を ・理想の追求 ・充実した生き方 クラブ活動 クラブ活動 クラブ活 動

○教科別の学習
心がける (家庭科) (家庭科) 生徒会活動 生徒会活動 生徒会活動

生 活 ・体 育 ・国語 ・
嫁庭科) ・気持ちよく住む ・より良い家族関係 各教科 各教科 各教科

算数(数 学)な ど
・食事の とり方 ・よ り良い住 まい と (社会科) 進路活動 社会体験 進路活動

○領域別の学習
・バ ラン スの とれ た 住み方を考える 現代社会 と私 たち 進路活動

道 徳 ・特別 活動 ・自
食生活 進路活動 の生活

進路活動 進路活動
立活動 ・総合的学習
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評価計画例

【小学校(小 学部)】

目
標
に
対
す
る
評
価
規
準

小
学
校
一

・

二
年

関心

意欲

態度

・自分 の良い ところを見付 け よ うとしてい る。

・自分 の考 えや思 いを、素 直に表現 しよ うとしてい る。

・自分 の体につ いて関心 をもち、健康 な生活 を送 ろ うとして る。

思考

判断

・生活習慣 を振 り返 り
、 良い ところ、良 くない ところがわか る。

・よ りよい生活 を 目指 し
、努 力 しよ うと してい る。

知識

理解

・自分 の体の しくみや働 きについ て知 るこ とがで きる。

・早寝早 起 き ・朝食 ・排便 の大切 さを知 り、規則 正 しい生活 リズム を理解 で きる。

小
学
校
三
・

四
年

関心

意欲
態度

・これ までの成長 を振 り返 り
、 自分 は大切 な存 在で ある ことに気付 こ うとしてい る。

・自分 自身 を見っ め直す こ とで
、 自分 を肯定 的に受 け入 れ よ うとしてい る。

・毎 日の生活 と健 康 とのかか わ りにつ いて 関心を もち
、 自 ら健 康 な生活 を送 ろ うとして いる。

思考

判断

・生活習慣 を見直 し、改善 点 を見付 け るこ とがで きる。

・よ りよい生活 を送 るた めの 目標 を立 て、 それ を達成 す るための 工夫 を考 え るこ とがで き る。

知識

理解

・体 の発 育 ・発達 の仕方 について理解 で きる
。

・健康 の大切 さを認識 す る とともに、健 康 によい生活 の仕方が理解 で きる。

小
学
校
五
・

六
年

関心

意欲

態度

・これ までの成長 を振 り返 り、 自分 は大切 な存在 で ある ことに気付 こ うとしてい る。

・自分 自身を見つ め直す こ とで、 自分 を肯定 的に受 け入 れ よ うとしてい る。

・自分 の心 と体 について 関心を もち、 自ら健康 で安全 な生活 を実践 しよ うとして いる。

思考

判断

・生活習慣 を見直 し
、改善 点を見付 け るこ とがで きる。

・よ りよい生活 を 目指 し
、新 たな 目標 を設定 し、実践す る方法 を考 えるこ とがで きる。

知識

理解

・心 も体 と同様 に発 達 し、心 と体 は密接 な 関係 が あるこ とを理解 で きる。

・健康 の大切 さを認識 す る とともに、健康 によい生活 の仕 方が理解 で きる。

・心 と体 の健康づ く りにつ いての知識 を もち、適切 に管 理す るこ とがで きる。

【中学校(中 等部)】 【高等学校(高 等部)】

関心 人間 として生 きることへの喜びや人間 関心 自分を見つめ直す ことや他者 とのかか

意欲 の美 しさに気 付 き、人 間 と しての よ さ 意欲 わりを通 し、客観的 自己理解 と他者理解
態度 を見い だそ うと してい る。 態度 を深 め よ うとしてい る。

中
学
一

年

思考
判断

規 則正 しい生 活 を して 、 自分 の生 き方

を正す こ とがで きる。

高

埜
思考
判断
健康によい生活行動の選択 と行動定着

を図ることができる。

年 健康を保持増進す るためには適切 な生

知識 心身の機能の発達や心の健康の保持増 知識 活行動を選択 し実践すること、環境を改

理解 進 につ いて理解す る ことが でき る。 理解 善 してい く努力が重要で あることを理

解す るこ とがで きる。

関心 それぞれの立場や個性 を尊重 し、色々 関心 自分を表現 し他者か ら自分を認めて も
目
標
に

意欲
態度
なものの見方や考え方を理解 しようと

している。

目
標
に

意欲
態度

らえ る体験 を通 し、相 互の信 頼感 を得 よ

うとしてい る。

対
す
る

中
学
二
思考
判断

生きることについての 目的や 目標 を持

ち適切 な行動 を選択す る ことができ

対
す
る

高
校
二

思考
判断

自分 自身の心 と体の健康の大切 さを認

識できる。

評 年 る 。 評 年 生涯の各段階において健康課題があ り、
価
規
準
知識
理解

人間の健康 と環境 とのかかわ りを知

り、健康の保持増進 を図る必要性 を理

価
規
準
知識
理解

自らそれに応 じた対応が必要であるこ

と、及び社会生活と健康の課題 を理解す

解 し、 その知識 を身 に付 けてい る。 る ことが でき る。

関心
意欲
態度

望ま しい生活習慣を身に付 け、心身の

健康の増進を図 り、節度のある生活を

しようとしている。

関心
意欲
態度

人 間関係 を深 め、一 人一人 が対等 で不 可

欠 な存在 であ る と感 じよ うと してい る。

中 高 思考 現在置かれている状況を正確に把握 し、
学 思考 自己理解 を深め 自分 自身のよさや個性 校 判断 生活 の質 の向上 を図る ことが でき る。
三 判断 三

年
を見い だす ことが でき る。

年 個人及び社会生活における健康・安全 に

知識
理解

健康を保持増進 し、疾病を予防するた

めの適切な対策を立てる知識を身に付

知識
理解
っいて理解を深め、生涯を通 じて健康 を

適切に管理 し改善す る資質や能力を身

けてい る。 に付けることの重要性を理解できる。
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4検 証授業

(1)小 学校

①研究の視点 との関連

ア 自分を大切に思い、健康な生活をめざす意欲

基本的な生活習慣の確立は、家庭の協力な くしては考えられない。そこで、「元気ア ップチャ

レンジ週間」の取組みの中で、家族の一員 として生活を振 り返 り自己を見っめる機会をっ くる。

家庭からのア ドバイスや応援 メッセージを受けることで、児童が、「自分は大切に育て られてい

る」と感 じられるよ う、あ らか じめ保護者 に向けて協力を呼びかけた。また、「生活ふ り返 りマ

ップ」を活用 して 自分の課題 を考える際、グループの中で共感 し、認 め合えるようなグループ活

動の場 を設定した。

イ 自分の心と体や健康に関する正 しい知識

4年 生の保健学習 「育ちゆく体 とわた し」の単元で、発育の仕方には個人差があ り、心身の

健全な発育や健康の保持増進には食事、運動、休養及び睡眠、排便の調和のとれた生活を送る

ことが大切であると学んだ。 さらに、得た知識を自分の生活 に結び付けられるよう総合的な学

習の時間において も生活習慣について振 り返る活動を設定 し、理解を深められるようにした。

ウ 自分に合 った 目標 を設定する力

食事、運動、休養及び睡眠、排便の4つ の内容に関す る 「生活ふ り返 りマップ」を作成する

ことで、自分の生活で改善すべきことは何かが見えてきた。そ して、できていない理由につい

て考えることによって、具体的な工夫を見付けることにつながった。また、グループでの話 し

合いを行い、友だちの工夫に気付き、自分の生活に取 り入れていきたいことについて考えた。

その後、目標 を実践するために、「元気ア ップチ ャレンジ週間」に取 り組み、実践が可能な工

夫があることにも気付かせた。そして、1週 間の自分の取 り組みを振 り返 り、「生活ふ り返 りマ

ップ2」 を作成す ることで変容に気付き、 さらに実践 していこうとする意欲 を高めた。

②研究の概要

3年 生から始まる保健学習の内容を見ると、どの学年にも基本的な生活習慣の確立に関わる内容

が含まれている。 しか し、実践に結び付けにくいために、保健学習を発展 させ、総合的な学習の時

間において児童が自分の生活習慣 を見直 し、 目標をもち実践 していく活動を取 り入れた。

4年 「育ちゆ く体 とわたし」の単元の中で、基本的な生活習慣に関す る学習を行った後、自分の

生活について振 り返るために 「生活ふ り返 りマ ップ」を作成 し、一人一人の目標をたてた。そ して、

保護者からのア ドバイスや友達の工夫などを取 り入れ、具体的に改善すべきところを明確に し、1

週間の 「元気ア ップチャレンジ週間」に取 り組んだ。その後、「生活ふ り返 りマ ップ2」 を作成する

ことで変容に気付き、さらに実践 していこうとする意欲 をもたせた。

小学生の生活習慣の確立には、家庭の協力が必要であると考え、子 どもに目を向け、一緒に考え

ていけるようなチャレンジカー ドを作成 した。また、子 どもが「自分は大切に育てられている」とい

う実感をもてるように、子 どもを認 め、励ま してもらえるよ うな言葉かけの協力をお願い した。

【実証授業例4年 】

単元名 「めざせ!ス ッキリ生活」(5時 間扱い)

ね らい ・自分 自身 を見つめ直 し、毎 日の生活に関心をもち、健康の大切 さを認識す る。

・体の発育 ・発達の仕方について理解する。

・より健康な生活を送 るために、改善点を見付け実践 しようとする。
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学習計画

時
数

教科

領域
学習活動 評価

1

体
育
(

保
健
)

1大きくなってきたわた しの体1 口身長の伸び方 をはじめ、体

の発育には、個人差があるこ

とを理解 している。

●身長や体重の変化には、個人差があることを理解す

る。

2

体
育
(

保
健
)

1すくす く育て わた しの体1 口望ましい生活習慣 と成長

期の健康的な発育 との関係

を理解 している。

●成長期 に必要な栄養素と排便の大切 さ、運動や休養

及び睡眠が体に与える影響 について学習する。

3 馨
1自分の生活習慣を見つめ直そ う1 口自分の生活習慣について

前向きな気持ちで振 り返 り、

自分の課題を見付けている。

●食 事、運動 、休 養及び 睡眠、排便 について 、 「生活

振 り返 りマ ップ1」 を作 り、 自分 の課題 を考 える。

4

㍉

本
時
k

馨

1見つ け よ う!や ってみ よ う!自 分 にで きる こと1 口互いのよい点や改善点など

について話 し合 う中で、健康

な生活を送るために自分でで

きることに気付き、 目標や工

夫を考えることができる。

●前時に考えた課題グループごとに、よい点 ・改善点

を話 し合った り、ア ドバイス し合った りする。

●健康な生活を送るために、 自分に合った 目標 と目標

達成 に向けての工夫を考える。

チャレンジ週間1自 分の 目標に向かってチャ レンジしよう1

●保護者か らの応援メ ッセージを書いてもらう。

● 自分の 目標に向かって取 り組みなが ら、工夫に対す る振 り返 りも毎 日行い、感想を書 く。

●保護者 にも、 自分の取組みについての感想 を書いてもらう。

5 馨
腱康な生活 を送るために自分ができることを考えよ う1 口もっとがんばりたいこと

について自分なりに考え、

今後の実生活に役立てよう

としている。

● 自分の取組 み をも とに、 「生活ふ り返 りマ ップ2」

を作 り、取組 み を振 り返 り、 もっ とがん ば りたい こ

とを発表す る。

③成果

・保健学習を踏まえ、総合的な学習の時間で発展 させたことによ り、得た知識を自分の生活に生か

せた。

・「生活ふ り返 りマ ップ」で自分の生活を振 り返 り、具体的な目標や改善点を考えることができた。

・課題別 グループでの活動で、友だちの工夫や意見を取 り入れ、お互いに認め合 う姿が見 られた。

・チャレンジ週間の取組みを事前に家庭にも知 らせ、一緒に取 り組むことにより、基本的な生活習

慣について見直 してもらうきっかけとなった。

・チャレンジカー ドの家庭からの応援メッセージや励ま しによ り、前向きに生活習慣を確立させて

いこ うとする児童の姿が見 られた。

④課題

・生活習慣に関する指導は、様々な方法で系統立てた計画を、繰 り返 し指導 していく必要がある。

・児童が自分 を大切にす る気持ちをもてる場や児童同士がお互いを認め合えるような場を、 日頃の

学校生活の中で、意識的に設定 していく必要がある。

・個に応 じた 目標設定や工夫を見取 り、指導 していくための丁寧な児童理解が必要である。

・家庭の意識の向上と連携の継続 について考えていく必要がある。
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(2)中 学校

① 研究 の視点 との関連

ア 自分 を大切 に思い、健康 な生活 をめ ざす意欲

道徳の時間での 「生命の尊重」 の単元 を通 して、生徒が 自分を大切に思い、健 康な生

活 をめざす意欲 を高める取組みを考 えた。 そこで、ゲス トテ ィーチ ャー として医師を招

いて授業を行い、医師 とい う立場か らの生命や健康 に関す る話 を聞 くことによ り、かけ

がえのない 自他の生命 の尊 さや大切 さを自覚 し、生きる喜び を理解 し、前向きに生きる

態度 を身に付 けるための機会 をつ くった。

イ 自分 の心 と体や健康に関す る正 しい知識

基本的生活習慣の確立 をは じめ とす る健康づ く りに関す る知識 を身に付 けるとともに、

そ こで得た知識が 自らの生活改善へ とつながることを 目指 して、保健体育 「生活習慣病

とその予防」の単元で取 り組 む こととした。その際、道徳の授業 において使用 したゲス

トテ ィーチャーの資料 を提示す るこ とによ り、教科書 だけでは得 られない現在及 び将来

にわたって健康 に過 ごすた めに必要な基本 的生活習慣 に対 しての知識 をよ り深め ること

を試みた。

ウ 自分 に合った 目標 を設 定す る力

道徳の授業 を通 して、生徒が 自分や他者 を大切にす る思いや健康な生活 をめざす意欲

をはぐくませ、「生活習慣病 とその予防」の単元では、健康に対す る正 しい知識 を身に付

けるとともに、健康 な生活 に必要 な 自分に合 った 目標 を設定 させ る力を育てたい と考 え

た。そのために、生活マ ップや ワー クシー トを活用 し、 自分 を大切 に し、健康な生活 を

めざすための具体的な 目標や改善点 をよ り導 きやすい もの とした。

② 研究 の概 要

毎 日の生活 の中で生徒 が 自主的、 自発的に健康づ く りに取 り組 む意欲 を高めるためには、

その根底 にある 自分 を大切 にす る気持 ちをは ぐくむ ことがまず必要 と考 え、道徳の授 業の

「生命 の尊重」 において、医師 とテ ィームティーチ ングを組み、かけが えのない 自他の生

命 の尊 さ ・大切 さを自覚 させ るとともに、生きる喜びを理解 させ 、前 向きに生 きる態度 を

育てた。 このよ うに、道徳や 特別活動 との綿密 なクロスカ リキュラムを組む こ とによ り、

よ り深 く課題 を とらえて 目標 を設 定す る力 を高めるこ とを試みた。

保健体育の活動では、生活マ ップや健康チェ ックカー ドを使 うことによ り、現在の 自分

の健康状態を 自分で把握す るとともに、 自分の生活習慣 をみつめ直 し、 自他 の課題 を振 り

り返 る機 会 とした。

また、班活動 によ り、他者の健康や生活習慣 にも配慮 し、お互いの生活習慣 を改善す る

ために肯定的な意見 を出 し合 えるよ うに した。 さらに、課題に対す る具体的な対策 を導き

出す こ とができるよ うにワー クシー トを使用 し、学んだ知識 を実践 に結びつける力を育て

ることを 目指 した。

その後、学級活動における進路学習 に関連付 け、 自分 の将来の 目標 を実現 させ るために

は、正 しい知識 を得 るだけで はな く、行動変容 を ともな う、 よ りよい生活習慣 の確 立が欠

かせ ない ことを再認識 できるよ うに した。
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【実証授業例

題材名

ねらい

保健体育】

第3学 年 「生活習慣病 とその予防」

・健康 の保持増進 には生活習慣が深 くかかわってい ることを知 り、望 ま しい生活

習慣 を身に付 けるために 自分の生活習慣 を振 り返 ることができる。

・健康で充実 した生活 を送 るた めの 自分の課題 に気付 き、課題 解決 に向けて 目標

を立て、主体的 に取 り組む力 を育てる。

学習 計 画(12時 間扱 い の4・5時 間 目)

時 教科
学習活動 評価

数 領域

○健康 チ ェ ックカー ドと生活 マ ップ を使用 ◇ 自分 の生活 習慣 を振 り返 る こ

1
保健

体育

し健康状態を把握 し、自分の生活習慣 を振 り

返 る。

とができる。

◇望 ま しい生活 習慣 を理解す る

○望 ま しい生活習慣 を知 る。 こ とが で き る。

○ ワー ク シー トを も とに グル ー プ で 話 し合 ◇肯定 的なア ドバイス を し合 う

2

保健

体育

う。

○ 自己の課題 に気付 き適切 な 目標 を立て る。

ことができる。

◇ 自分 に とって望ま しい生活習

慣 を明確 にす ることができる

③ 成果

・関連教科や領域 とクロスカ リキュラムを組む ことによって、よ り高い教育的効果 を

得 ることがで きた。

・事前アンケー ト・生活マ ップ ・ワークシー トの活用 によ り、 自分の健康状態や 生活

習慣 を振 り返 り、具体的な 目標や改善点を考 えることがで きた。

・道徳 の単元で、 自他の生命 の尊 さ、大切 さを自覚 させた ことによ り、 自分だけでな

く友達 のワー クシー トや生活マ ップに対 して も、積極的に意見 を出 し合い、お互 い

を高め合お うとす る姿勢が多 く見 られた。

・実証授業 を学校参観週間に行 った ことによ り、基本的生活習慣 を確 立す る必要性 を

保護者 にも理解 しても らうことがで きた。

・現職 の医師 とティームテ ィーチ ングを行 うことによ り、実例 を通 して健康の大切 さ

を深 く認識 させ るこ とができた。

④ 課題

・道徳の授業だ けでな く、保健 の授業に もゲス トティーチ ャーによるテ ィー ムテ ィー

チ ングがで きれば、よ り専門性の高い授業 を行 うことができたのではないか と考え

る。 そのた めに も普段か ら地域の人材 の積極的な活用 を心がける必要がある。

・生活習慣 に関す る指導 は、繰 り返 し行 ってい く必要 がある。 そのための指導計画を

作成す るには教員 間の よ り綿密 な打 ち合 わせが大切 である。

・参観週 間や授業公 開 日な どを有効 に活用 し、 よ り多 くの保護者の参加す る手だてを

工夫 し、家庭 との連携 を図 ることが必要 である。
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(3)高 等学校

① 研究 の視点 との関連

ア 自分 を大切に思 い、健康な生活 をめざす意欲

自分 を大切 に思 う気持 ちを高 めるための一つの要素 として、 自分を見つ め直す ことや他

者 とのかかわ りを通 し、客観的 自己理解 と他者理解 を深 めるこ とが必要で あると考 えた。

そこで グルー プワー クを積極的に取 り入れ、他者か らの良い評価や共感体験が得 られや

す いよ うに した。 また生活マ ップを用い、視覚的な作業を通 して現在 自分が大切 に してい

る習慣が あることに気付 かせ、 自分を肯定的に受 け止 められ るよ うに工夫 した。

イ 自分 の心 と体や健康 に関す る正 しい知識

生活習慣 については小 ・中学校 で も学習 してきてい るため、高校 では望 ま しい生活習慣

を再確認 した上で、健康や 日常の生活 にも意志決定や行動選択が関わってい ることへの知

識 ・理解 に重点 をおいた。保健室来室記録や喫煙 の選択、 ロールプ レイ ングな どを通 し、

日頃の 自分の心や体の状態や、身近 な健康問題 か ら意志決 定 と行動選択の 関連 にっいて気

付 かせ るよ う工夫 した。

ウ 自分 に合 った 目標 を設定す る力

自分が 「大切に しているが出来 ていない生活習慣 」「大切 に して続 けてい る生活習慣 」につ

いて確認 し、 日常 の生活 を振 り返 り、健康な生活 を送 るための改善点がみ えて くるよ うワ

ークシー トを工夫 し活用 した
。またグループ ワー クの中で健康 な生活 を送 るために してい

る工夫 を話 し合い、身近 な ところか ら実践 してい くた めの 目標 をもてるよ うに した。

① 研究の概要

本分科会 の調査(P.24グ ラフ参照)で は 「健康な生活(食 事 ・睡眠 ・運動 ・排便)に 関わ る

意識 を もってい る」とす る高校 生が約7割 いる一方で、「12時 以降に就寝す る」生徒 が半数 を

占め、「自分の生活 についてよくない、直 した方が よい」と考えてい る生徒 が約6割 いることか

ら、健康 に関す る意識が必ず しも実際の生活 に結び付いてい るとは言 えない とい う実態がわか

った。そ こで保健体育科の単元 「健康 に関す る意志決定 ・行動選択」を軸に学習計画を作成 し、

日常の生活 にも意志決定 ・行動選択が関わってお り、それ には様 々な要因が関係 していること

を理解 させた。 そ して生徒が 自分 の生活習慣 を振 り返 り、 日頃の心 と体の健康状況 と生活習慣

の関連 に気付 き、身近 な ところか らできる改善策を考 え られ るよう、生活マ ップ、 ワー クシー

ト、 グルー プワークを取 り入れた指導を行 った。

[生活マ ップ1

具体的に 自分の生活 を振 り返 り、 日頃の生活パター ンを明確

化 させ るた めに、基本的な生活習慣(食 事 ・睡眠 ・運動 ・排便)

を含 む生活全体に関わる20項 目(あ らか じめ付せん に記入 して

お く)を 、 「いつ も している」 「ほ とん どしていない」、 「大切 だ」

「大切 ではない」 とい う4つ の指標 に分類す る。基本的な生活

習慣 に関わる項 目については色 の異な る付せん を用 い、視覚的

に把握 できるよ うに した。
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【実証授業例 保健体育】

題材名 第1学 年 「健康 に関す る意志決定 ・行動選択 」

ね らい・自分の生活 を振 り返 りグル ープで話 し合 うことに よって、自分 を深 く理解 しよ うす る。

・健康 な生活 を送 るためには、適切 な意志決定 ・行動選択 が必要な ことを理解す る。

・健康 に結び付 く適切 な意志決定 と行動選択をす るた めの方法 を、 自分の生活習慣 に結

び付 けて考える。

学習計画

時

数

教科

領域
学習活動 評価

1
保健

体育

「健康」と意志決定 ・行動選択の関連を考えよ う

口 「健 康」と意 志決 定 ・行動選 択の 関連

につい て理解 す るこ とがで きる。

0意 志 決定 ・行 動選択 に は、様 々な要因 が関係

して い るこ とを知 る。個人 的要 因 と して、知

識 ・価 値観 な どが あ るこ とを知 る。

2
保健

体育

自分の生活習慣にっいて振 り返 り、身近な とこ

口大切 に してい る生活習慣 を実行す

るために工夫 している ことを話 し合

い、共有す ることができる。

口自分の課題 に気付 き、課題 を解決す

るための目標 を立てることができる。

うからできる改善策を考えよう。

0生 活 マ ップの作成 とワー クシー トの記入 後、

改善策 をグル ー プで話 し合 う。

0良 い 生活習慣 やそ のた めに してい る工夫 を発

表 し、 ワー ク シー トに 目標 を記入す る。

3
保健

体育

意志決 定 ・行動 選択 に必要 な ことについ て、 自

口多様な情報の中か ら適切 なもの を

選択する方法を考えることができる。

口健康な生活を送 るための方法 を選

択 し、身近なところか ら実践 しよ うと

している。

分の生活や行動に結びつけて考えよう。

0コ マーシャルの分析か ら、意志決定 ・行動選

択に影響する社会的要因について考え、正 し

い知識 ・判断力 ・断る方法 を自分の生活や行

動に結び付けて考える。

③成果

・普段 あま り意識せず に行 ってい る生活習慣 を、生活マ ップを作成す るとい う作業を通 し振 り

返って考 えさせ るこ とができ、生活全体 に影響を及 ぼす ことを再確認 できた。

・大切 に してい る生活習慣 に気付 くことで客観的に 自己を見つめるこ とができ、 グループ ワー

クでは共感体験や他者理解 を深 めることがで きた。

・グルー プの話 し合い の中で生活 のあ り方がそれぞれ違 うことに気付 き、友人の良い生活習慣

を具体的 に知 ることで、 自分 にも取 り入れ よ うとい う意欲 を もたせ るきっか けになった。

・自己で設定 した課題 に対 し取 り組む姿勢が見 られ た。

④課題

・授 業での取 り組み を生活に定着 させ 、 より実践につ なげてい くた めに、 自分 を大切 にす る気

持ちをはぐくむ ことや 自己評価活動、 目標設定 と行動選択について教育活動全体を通 して繰

り返 し指導す る必要が ある。

・ワークシー トに設 け られた一人一人の課題 に向けての 目標 を読み取 り、生徒 に返 してい く必

要がある。また、担任 と必要 な情報を共有 し、課題解決 に必要 な支援 を してい く。
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(4)ろ う学校

① 研 究の視点 との 関連

ア 自分 を大切 に思 い 、健 康 な生活 をめ ざす意欲

日常生活 での様 々な生活習慣 を見 直す ため、生活 マ ップを用い、 自分 を見つ め直 し、課題 を

明確 に した。 いつ も大切 に してい る こ と ・そ うで ない こ と、で きてい るこ と ・で きてい ない こ

とを再認識 し、それ ぞれ の理 由を考 え、毎 日の生活 に生 かせ るよ う考 えた。

イ 自分 の心 と体や 健康 に関す る正 しい知識

《フ・インストーミンクで具聯 を探る》 喫煙 と健康 ・飲酒 と健康 の学習 で は、 自分 にあて はめ て、今後

どの よ うな 問題 が起 こ り うるの かを具体 的 に考 え、そ れ らについ

て、個 人 的な対策 ・社 会的 な対策 につい て説 明で きる力 を付 けた。

ブ レイ ンス トー ミン グを行 い、副 流煙 か ら身 を守 る方 法、未成 年

の喫煙 ・飲 酒 を な くす 方法 な ど、法律 を用い た説 明や 身体へ の影

響 を述 べ るな ど、個 々 が具体的 な方法 を考 え、発表 した。そ の後、

1対1、2対2な どに よる ロール プ レイ ングを行 い 、実際起 こっ

た こ とを想 定 し、身 に付 けた知識 ・方法 が有効 であ るかを確 か め

た。そ して、誘 われ た ときに どんな対応 をすれ ば よい のか、周 囲の状況や 相手 の心境 を察 し

た上 で、正 しい意志決 定 ・行動選 択 を身 に付 け る取組 み を行 なった。

ウ 自分 に合 った 目標 を設 定す る力

ホー ムルー ム活動 で生活 マ ップを使 い、自分 の生活習慣 を再認

識 した上 で、 自己の課題 と向き合 い、 目標 を立て 、具体 的な改 善

策 を考 えた。生活 習慣 につい ては 、今 ま で 自然 と身 に付 いてい る

こ とな どは、 なぜ そ うなのか とい う理 由を考 える ことが難 しい。

しか し、教 師 がア ドバイ ス をす る と自 ら気付 くこ とが でき る生徒

が 多か った。マ ップ を分析 し、一人 一人 の障害や発 達段 階、性格

な どを踏 ま えた うえで 、適 切 な言葉 か けが必 要で あ る。 それ に よ

り、 自 ら目標 を見直 し、設 定す るカ が身 に付 いた。

② 研 究 の概 要

事 前の ア ンケー ト調査 の結果 か ら、 自分 の こ とが好 きでは ない ・自分 の こ とを大切 に思 わない

生徒 が41%い る こ とが分か った。 そ こで 、 自分 の生活 を振 り返 り、 自己 を見つ め直す取組 み を

通 して、 自己 を肯 定で き るよ うな支援 が必要 と考 えた。保健 体 育で は、喫煙 ・飲 酒 ・薬物 と健 康

につ いて考 え、ブ レイ ンス トー ミン グや ロール プ レイ ングを繰 り返 し行 い、正 しい知識 の習得 や 、

他者 か らの誘 い を断 り、 自分 の身 を護 る術 を身 に付 けた。 また 、健 康 に悪影響 を及 ぼす要 因 につ

い て、 自らの生活 を振 り返 りなが ら具 体的 に考 え るこ とに よって、 自分 を大切 にす る意欲 を高 め

た い と考 えた。ホー ムル ー ム活 動 では、生活マ ップ を使 い 、意 識 してい なか った こ とを明確 に し、

整理 し、 自分 の生活 習慣 を振 り返 り、課 題や 目標 を再検 討 した。

③ 成果

・生活 マ ップ、ア ンケー ト、 ワー クシー トを使 い一人 一人 に応 じた支援 を行 った こ とに よ り、望 ま

しい基本 的生活習慣 に関す る意識 を高め る ことがで き、 自己の 生活習慣 に結 び付 けた 目標 を立 て

実践す るこ とがで きた。

・ブ レイ ンス トー ミングや ロール プ レイ ングを行 った こ とで、多 くの情報 や誘惑 の 中か ら、適 切 な

情報 を選び 出 し、 自らが意志決 定 ・行 動選択 で きる力 を養 うこ とが できた。

④ 課題
・生活 マ ップで明確 にな った 自己の課題 に対 して 、短期 的 には取 り組 む ことが で きるが、長期 的 に

取 り組 んで いけ るよ うな継続 した プ ログラムが必要 であ る。

・自己の生活 習慣 で、乳幼 児期 か らの生活 体験 や しつ けに よって習慣 化 された もの に関 しては、時

間 をか けて計画 的 に改善 を図 る必要 があ る。
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皿 研 究 の成 果 と今 後 の課 題

1研 究 の成 果

健康教育部の 「心 と体の健康 と生活習慣 に関す る指導」分科会では、分科会研究主題 を 「自分

を大切に し、健康な生活 をめ ざす児童 ・生徒の育成」 とした。児童 ・生徒 が自分を大切 にする気

持ちをは ぐくみ、 自分の生活 と健康の関係 について理解 を深め、健康の大切 さを実感できるよ う

な指導方法 を工夫 した。また、生活習慣 に関 して 自ら判断、選択、行動 してい く活動の積み重ね

を通 して、望ま しい健康づ くりへの実践力が育 ってい くであろ うと考え研 究を進 めてきた。

(1)調 査研究を通 して

健康に関す る意識が高い児童 ・生徒ほ ど規則的な生活習慣、生活行動を してお り、また、「自分

を大切にす る気持ち」が高い とい うことが明 らかになった。健康 に関する意識や 「自分を大切 に

す る気持 ち」を高めることが、より健康な生活を 目指す児童 ・生徒の育成 につながることを確認

す ることができた。

(2)研 究の視点 を通 して

① 「自分を大切 に思い、健康な生活 をめざす意欲」

・事前アンケー ト・生活マ ップ ・ワークシー トの活用 により、 自分の生活 を振 り返 り、客観 的に

自分 を見つめ直す ことができた。チ ャレンジ週間の取組みにより身近な ところか ら見直 していこ

うとす る意欲 をは ぐくむことができた。

・目標を設定 し実行す る過程 において、家庭 ・友達 ・教師か ら共感 的 ・肯定的な励 ま し ・意見を

もらうことにより、 自分 を大切 に思 う意識が高まっている様子がみ られた。

② 「自分 の心 と体や健康に関す る正 しい知識」

・小学校 では、保健学習 をふまえ学級活動や総合的な学習の時間で発展す ることによ り、得た知

識を 自分 の生活に取 り入れ、よ り実感す ることができた。 中学校では現職 の医師 とテ ィームテイ

ーチングを行 うことにより健康の大切 さを実例 を通 して深 く認識 させ ることができた
。

・高校では望ま しい生活習慣 を再確認 した上で、健康や 日常の生活にも意志決定や行動選択が関

わっていることへの知識 ・理解に重点をおいた。保健室来室記録や喫煙 の選択、 ロールプ レイン

グ等 を通 し、身近な問題か ら意志決定や行動選択の関わ りについて気付かせ ることができた。

③ 「自分 に合った 目標 を設定す る力」

・生活マ ップで自分の生活を具体的に振 り返 り、改善点 を見つけることで 自ら目標 を設定するこ

とができた。 また、グループワークで健康な生活 を送 るための工夫を話 し合った り、意見 を交換

した りす る中か ら、新たに身近な 目標を見つけることができた。

・望ましい生活習慣の形成には、家庭 との連携 も大切であると考 え、学習 内容 を詳細 に知 らせた

り、家庭 の協力による生活改善に取 り組んだ りした。 このことは、家庭でも生活習慣 を見直す機

会 とな り、子 どもたちの実践力へ とっながった。

2今 後 の課 題

健康な生活 を送 るためには、望ま しい生活習慣が、継続的に実践 されていかなければならない。

学校 における指導のみな らず、家庭 との連携 を深 めなが ら日常生活の中で、継続的に指導 してい

く必要がある。今後 も、生活習慣 に関す る指導の大切 さを学校 か ら発信 し、 さらに学校 ・家庭 ・

地域が一体 となって実践力をはぐくんでいきたい。
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平成17年 度 教育研究員名簿(健 康教育)

区市町村名 学 校 名 氏 名

地区

江東区 豊 洲 小学校 ◎ 小 野 春 彦

杉並区 高井戸第二小学校 岸 田 佳 子

練馬区 富士見台 小学校 松 井 貴 子

「安全教育」分科会 江戸川区 東 小 岩 小学校 近 津 悦 子

三鷹市 第 三 小学校 高 橋 真 弓

府中市 府中第人 小学校 鈴 木 章 郎

町田市 金 井 小学校 ○ 宇田川 真

日野市 三 沢 台 小学校 片 岡 美 和

江戸川区 松江第三中学校 中 山 幸 子

世田谷区 弦 巻 中学校 菊 池 昌 子

江戸川区 篠 崎 中学校 木 曽 ゆき子

国立市 国立第一中学校 神 田 宜 典

7 都立富士森高等学校 岩 佐 元 子

「心 と体の健康 と 品川区 平 塚 小学校 吉 澤 尚 美

生活習慣に関す 世田谷区 砧 南 小学校 佐 藤 まなみ

る指導」分科会 北 区 滝野川第三小学校 横 矢 昭 子

北 区 西 浮 間 小学校 ○ 岡 村 光一郎

葛飾区 よ つ ぎ 小学校 鈴 木 章 子

小金井市 南 小学校 ◎ 篠 宏 明

東村山市 大 岱 小学校 稲 生 久美子

神津島村 神 津 小学校 丸 井 和 子

練馬区 開進第三 中学校 森 川 紀 子

江戸川区 葛 西 中学校 杉 山 治 子

調布市 第 八 中学校 山 本 優 子

3 都立豊多摩高等学校 宮 川 悦 子

7 都立松が谷高等学校 金 子 たま よ

8 都立多摩高等学校 馬 場 智 子

都立葛飾ろう学校 太 田 達 宏

担当 東京都教職員研修センター

◎世話人 ○副世話人
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